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職 場 ル ポ ジョブコーチを中心に支援体制、戦力化と定着を図る
アール・ビー・コントロールズ株式会社（石川県）

グ ラ ビ ア「ともにはたらく」～障害者が働きやすい職場～
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新春特別対談 これからの時代の障害者雇用とは
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仕事を楽しく、働きがいのある職場で
Benesse＝「よく生きる」実現へ
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平井 和樹
（たんぽぽの家アートセンターHANA）

なぞなぞ問題 
Q.しょうがが2つある日は？

平井和樹（ひらいかずき）
　1990（平成2）年生まれ、奈良県在住。2009年より「たんぽぽの家アートセンターHANA」で活動を始める。

〈略歴〉
2016年 �「あいサポート・アートとっとり祭」（鳥取県）
2017年 �「奈良県障害者芸術祭 HAPPY SPOT NARA 2016-2017 Play art！ アートとゲーム」（奈良県）
2021年 �「OPEN KITCHEN」（京都府）
2022年 �「平井和樹個展“大好きに接続”」（奈良県）
2023年 �「たんぽぽ子ども食堂展〜“食”でつくる地域の居場所〜」（奈良県）
2024年 �「ならのこども食堂展＋たんぽぽの家のアーティストの“おいしい絵”」（奈良県）�  

「『清流の国ぎふ』文化祭2024 エイブル・アート展 －表現が生まれるまえとあと－」（岐阜県）

　平井和樹は季節や行事、食べ物、ダジャレ、なぞなぞ、時にはマンガやアニメなど、さまざまな
ものをモチーフとし、すべて「大好き」という想いから作品を生み出しています。毎朝、昼食メニュー
のチェックを欠かさなかったり、好きなアニメの主題歌を口ずさみながら制作をしたりと、日々を
全力で楽しむ姿は真摯さとユニークさをあわせ持ち、周りの人を笑顔にします。ここでは平井和樹
から、いまの季節にぴったりの「なぞなぞ」をご紹介いたします。あなたはわかりましたか？
� （文：たんぽぽの家アートセンターHANA　髙

たか

橋
はし

桜
よう

介
すけ

）

画材：色鉛筆、鉛筆、紙／サイズ：348mm×424mm

【なぞなぞの答え】
正月（しょうがつ）



障害者と雇用

「働く広場」は、
障害者雇用の啓発・広
報を目的として、ルポ
ルタージュやグラビア
など写真を多く用いて、
障害者雇用の現場とそ
の魅力をわかりやすく
お伝えします。

◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。
�（https://www.jeed.go.jp/disability/data/works/index.html）
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JEEDインフォメーション
事業主のみなさまへ　令和７年度「障害者雇用納付金」申告および「障害者雇用調整金」等申請のお知らせ／
事業主のみなさまへ　障害者雇用納付金関係業務調査のごあんない～障害者雇用納付金制度を支える仕組みです～／
障害者雇用の専門家が企業のみなさまを支援します～「障害者雇用支援人材ネットワーク事業」のごあんない～
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第２回　災害は不平等を拡大させるレンズ
同志社大学社会学部教授　立木茂雄

19

「ぼくは飛行機が大好きで、家族とよく空港に行って、飛行機を見るのを楽しみにしています。将来、
飛行機を操縦する憧れのパイロットになりたくて、この絵を描きました。パイロットの制服はかっ
こいいのですが、いろいろなパーツがついていて、描くのがむずかしかったです。受賞を聞いてびっ
くりしました。とてもうれしかったです。自分の絵が展示されているのを見て、ドキドキしました」

（令和6年度 障害者雇用支援月間絵画コンテスト 小学生の部　高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長奨励賞）

表紙絵の説明

第32回職業リハビリテーション研究・実践発表会　「動画等掲載のお知らせ」
掲示板・次号予告

32
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第８回  �仕事を楽しく、働きがいのある職場でBenesse＝「よく生きる」実現へ
株式会社ベネッセホールディングス 
常務執行役員CHRO兼人財・総務本部長　村上久乃さん
文：豊浦美紀／写真：官野 貴
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※「この人を訪ねて/私のひとこと」、「省庁だより」、「編集委員が行く」、「編集委員のひとこと」は休載します
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Leaders Talk
仕事を楽しく、働きがいのある職場で
Benesse＝「よく生きる」実現へ

「
楽
ジ
ョ
ブ
」
で
業
務
設
計

―
障
が
い
者
雇
用
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
特
例

子
会
社
「
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
」

（
以
下
、「
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
」）
の
運
営
方
針
や

取
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
上　

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
に
ビ
ジ
ネ
ス
メ

イ
ト
を
設
立
し
た
の
は
、
従
業
員
規
模
の
拡
大
に

と
も
な
う
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
達
成
が
前
提

で
あ
る
一
方
、
グ
ル
ー
プ
の
企
業
哲
学
「
ベ
ネ
ッ

セ
＝
よ
く
生
き
る
」
を
障
が
い
の
あ
る
人
に
も
実

★本誌では通常「障害」と表記しますが、株式会社ベネッセホールディングス様のご意向により「障がい」としています
※１　CHRO：Chief Human Resource Officer。最高人事責任者

第 8 回

村上久乃（むらかみ ひさの）
1991（平成3）年、株式会社福武書店（現株式会社ベネッセホールディングス）入社。進研ゼミのマー
ケティング、商品サービス開発を担当後、2000年から進研ゼミの事業部長、2013年からベネッセコー
ポレーション人財部長、2022（令和4）年から事業基盤本部長、2024年から現職。

株式会社ベネッセホールディングス 
常務執行役員CHRO兼人財・総務本部長

村上久乃さん

　

教
育
・
介
護
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
「
株
式
会
社

ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」は
、経
営
理
念「
よ

く
生
き
る
」
を
軸
に
し
た
障
が
い
者
雇
用
を
積
極
的

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
常
務
執
行
役
員
Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
（
※
１
）
兼
人

財
・
総
務
本
部
長
を
務
め
る
村
上
久
乃
さ
ん
と
、
同

社
の
特
例
子
会
社
「
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ビ
ジ
ネ
ス

メ
イ
ト
」
代
表
取
締
役
社
長
の
茶
谷
宏
康
さ
ん
、
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
等
を
運
営
す
る
「
株
式
会

社
ベ
ネ
ッ
セ
ソ
シ
ア
ス
」
代
表
取
締
役
社
長
の
須
藤 

智
子
さ
ん
に
、
ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
の
こ
れ
ま
で
の

障
が
い
者
雇
用
の
取
組
み
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
文
）
豊
浦
美
紀
　（
写
真
）
官
野 

貴

茶
ちゃ

谷
た に

宏
ひ ろ

康
や す

さん

株式会社
ベネッセビジネスメイト
代表取締役社長

須
す

藤
ど う

智
と も

子
こ

さん

株式会社
ベネッセソシアス
代表取締役社長
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い
ま
す
。
事
例
研
究
を
メ
イ
ン
に
指
導
員
同
士
が

情
報
交
換
を
し
、
仲
間
意
識
を
育
て
な
が
ら
現
場

で
活
路
を
見
い
だ
す
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

採
用
か
ら
定
着
ま
で
一
体
化
し
て
取
り
組
む「
人

事
定
着
推
進
課
」
も
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
現
場
の
指
導
員
や
管
理
職
に
よ
る
支
援

と
は
別
に
、
定
着
推
進
担
当
が
少
し
離
れ
た
立
場

か
ら
メ
ン
バ
ー
を
見
守
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら
支
援
機
関
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
新
業
務

―
多
く
の
従
業
員
を
抱
え
る
組
織
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍
は
ど
う
乗
り
越
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

村
上　

本
社
ビ
ル
に
は
多
く
の
グ
ル
ー
プ
会
社
も

入
っ
て
お
り
、
ま
ず
感
染
防
止
対
策
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。
新
し
く
導
入
し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ハ

ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
」
★
（
Ｃ
Ｈ
Ｋ
Ｓ
）

（
※
２
）
は
、
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
ア
メ
リ
カ
疾
病
予
防

管
理
セ
ン
タ
ー
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
衛

生
管
理
力
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
こ
で
採
用

さ
れ
て
い
る
清
掃
器
具
は
、
中
重
度
の
知
的
障
が

い
が
あ
っ
た
り
、
加
齢
な
ど
で
足
腰
が
弱
っ
た
り

し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
も
簡
単
に
使
い
こ
な
し
な

が
ら
安
定
し
て
高
い
品
質
の
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
し
た
。
除
菌
さ
れ
た
オ
フ
ィ

ス
は
検
査
機
器
で
調
べ
た
数
値
を
社
内
公
表
し
、

安
全
性
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
の
サ
ー
ビ
ス

品
質
の
高
さ
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
業
務
上
の
大
き
な
変
化

現
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
当
初
は
メ
ー
ル
便
や
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
徐
々
に
業
務
領
域
や
採
用
の
幅

を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
東
京
と
岡
山
を
拠
点
に
１

８
４
人
（
身
体
障
が
い
28
人
、
知
的
障
が
い
85
人
、

精
神
障
が
い
71
人
）
が
活
躍
し
て
い
ま
す
（
２
０

２
４
〈
令
和
６
〉
年
６
月
１
日
現
在
）。

　

運
営
全
体
を
通
し
て
大
事
に
し
て
き
た
の
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
の
行
動
指
針
＝
ク
レ
ド
で
す
。

「
お
客
様
へ
の
約
束
」、「
社
員
へ
の
約
束
」、「
パ
ー

ト
ナ
ー
へ
の
約
束
」（
取
引
先
・
支
援
機
関
・
家
族
・

地
域
社
会
）
と
い
う
三
つ
の
く
く
り
で
行
動
指
針

を
確
認
し
な
が
ら
日
々
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
肝
と
な
る
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
「
働

き
が
い
を
実
感
し
な
が
ら
、
長
く
働
き
続
け
ら
れ

る
仕
組
み
」
に
こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

茶
谷　

現
場
で
成
果
を
上
げ
て
き
た
取
組
み
の
一

つ
が
、
10
数
年
前
に
始
め
た
「
楽ら
く

ジ
ョ
ブ
（
仕
事

を
楽
に
し
よ
う
、
仕
事
を
楽
し
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
味
）」
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
メ
ン
バ
ー

が
１
人
で
こ
な
す
に
は
む
ず
か
し
い
業
務
を
、
指

導
員
が
作
業
を
分
解
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
業
務

に
設
計
し
直
し
、
各
自
の
得
意
・
強
み
を
活
か
し

な
が
ら
チ
ー
ム
で
業
務
を
成
し
遂
げ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
採
用
で
き
る
層
が
広
が
り
、
メ
ン
バ
ー
の

加
齢
へ
の
対
応
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
導
員
側
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
楽
ジ
ョ
ブ
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め

の
業
務
設
計
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

「
ジ
ョ
ブ
ア
シ
ス
ト
会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て

※２　チャレンジドハウスキーピングシステム：�チャレンジド（障がいのある人）がハウスキーピング（清掃）を通じ社会参加するためのシステム。「感染
防止」を目的とし、清掃と消毒を同時に行うことができる。人的要因による失敗が少ない点が特徴

★「チャレンジドハウスキーピングシステムⓇ」は、東栄部品株式会社の登録商標です。

は
、
在
宅
勤
務
者
が
増
え
、
メ
ー
ル
室
か
ら
の
配

送
量
や
届
け
先
が
激
減
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
こ

で
始
め
た
の
が
、
会
社
に
荷
物
が
届
い
た
こ
と
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
、
希
望
が
あ
れ
ば
開
封
し

て
中
身
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
送
る
「
通
知
サ
ー
ビ
ス
」

で
す
。
出
社
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
届
け
る

「
出
社
時
配
達
サ
ー
ビ
ス
」
も
あ
り
ま
す
。
予
想

以
上
に
社
員
か
ら
喜
ば
れ
、
こ
れ
ま
で
メ
ー
ル
室

に
荷
物
が
た
ま
り
が
ち
だ
っ
た
課
題
も
解
消
さ
れ

ま
し
た
。

茶
谷　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
、
コ
ピ
ー
な
ど
作
業
系

の
代
わ
り
に
パ
ソ
コ
ン
関
連
の
事
務
系
の
オ

フ
ァ
ー
も
増
え
た
の
で
す
が
、
難
度
が
高
い
か
ら

と
断
っ
て
し
ま
う
と
依
頼
が
来
な
く
な
り
ま
す
。

・�メールサービス（郵便物や荷物の仕分けデリバリー）
・�クリーンサービス（オフィス清掃）
・�ジョブサポートセンター（各種業務サポート）
・�オフィスサービス（総務サービス）
・�マッサージサービス
・�カフェサービス
・�スタードーム（プラネタリウム運営）
・�カスタマーサポート（申請処理、サポート）
・�経理伝票BO（伝票処理）
・�知財事業（知的財産申請・管理）
・�スタッフ部門（研修・労務管理・グループの障がい者雇
用推進など）

ベネッセビジネスメイトのおもな業務内容

働く広場  2025.13



そ
こ
で
誕
生
し
た
の
が
「
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
と
指
導

員
、
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
の
三
者
で
協
力
し
な

が
ら
仕
事
を
す
る
体
制
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ず
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
が
業

務
の
対
応
を
し
ま
す
。
そ
の
間
に
指
導
員
が
業
務

を
設
計
し
直
し
て
、
メ
ン
バ
ー
が
対
応
で
き
る
業

務
に
「
楽
ジ
ョ
ブ
」
化
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
業
務
の
「
種
類
」
が
増
え
、
ど
の
よ
う
な
特
性

の
メ
ン
バ
ー
で
も
マ
ッ
チ
ン
グ
し
や
す
い
環
境
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
近
多
い
の
は
パ
ソ
コ
ン
の
Ｍ
ａ
ｃ
に
よ
る
デ

ザ
イ
ン
業
務
で
、
デ
ザ
イ
ン
や
デ
ー
タ
修
正
、
画

像
加
工
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
部
署
ご
と
に
外

注
し
て
い
た
案
件
を
早
く
安
く

仕
上
げ
て
も
ら
え
る
と
好
評
で

す
。
も
と
も
と
ゲ
ー
ム
会
社
に

勤
め
て
い
た
経
験
者
１
人
を
採

用
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

同
僚
メ
ン
バ
ー
が
「
や
っ
て
み

た
い
」
と
独
学
し
た
り
研
修
を

受
け
た
り
し
て
４
人
が
担
当
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

村
上　

ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
で
は

以
前
か
ら
Ｄ
Ⅹ
チ
ー
ム
も
組
織

化
さ
れ
て
お
り
、
精
神
障
が
い

の
あ
る
メ
ン
バ
ー
４
人
が
難
度

の
高
い
開
発
案
件
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
事

務
業
務
の
自
動
化
を
図
る
Ｒ
Ｐ

て
い
た
の
が
１
カ
月
後
に
は
立
派
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
い
ま
は
メ
ニ
ュ
ー
開
発
ま
で
手
が
け
て

い
ま
す
。
昼
時
に
は
２
０
０
人
以
上
が
押
し
寄
せ

る
の
で
メ
ー
ル
室
か
ら
応
援
で
２
～
３
人
が
来
ま

す
。
地
域
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
と
も
連

携
し
、
お
菓
子
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、
野
菜
を
直

売
し
た
り
、
野
菜
入
り
メ
ニ
ュ
ー
を
出
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

村
上　

野
菜
は
早
く
行
か
な
い
と
売
り
切
れ
て
し

ま
う
ほ
ど
人
気
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
15
時
ご
ろ
に

各
フ
ロ
ア
を
ま
わ
る
新
サ
ー
ビ
ス
も
好
評
で
す
よ

ね
。

茶
谷　

メ
ー
ル
室
の
メ
ン
バ
ー
が
、
売
れ
残
っ
た

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
お
菓
子
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
の

ド
リ
ン
ク
ケ
ー
ス
を
ワ
ゴ
ン
に
載
せ
て
回
る
の
で

す
が
、
と
て
も
売
れ
ま
す
。
食
品
ロ
ス
に
も
多
大

な
貢
献
で
す
ね
。
最
近
は
朝
の
通
用
口
前
で
行
っ

て
い
る
朝
食
販
売
も
順
調
で
す
。

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
も

―
２
０
１
６
年
に
は
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

所
を
運
営
す
る
「
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ソ
シ
ア
ス
」

（
以
下
、「
ソ
シ
ア
ス
」）
も
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

村
上　

ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
の
業
務
内
容
で
は
障
が

い
の
重
い
人
を
な
か
な
か
採
用
で
き
ず
、「
な
ん

と
か
働
く
場
所
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
の
が
原

点
で
す
。
そ
れ
に
は
①
難
度
の
低
い
職
域
の
開
発
、

②
指
導
支
援
し
や
す
い
集
約
型
の
職
場
、
③
継
続

的
に
安
定
的
に
業
務
が
確
保
で
き
る
環
境
、
が
必

Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
）
や
、
Ｖ
Ｂ
Ａ
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
シ

ス
テ
ム
の
開
発
も
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
で
は
、
グ
ル
ー
プ
社
員
に
ど

う
し
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
を
起
点
に
事
業
開

発
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
よ
り
新
し
い
領
域
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
や
持
続
可
能
性
と
い
う
面
で
、
生
産

性
も
し
っ
か
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。「
他
社
に
頼
む
の
と
同
じ
か
、
そ
れ
以
上

の
貢
献
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
の
を

メ
ン
バ
ー
は
つ
ね
に
意
識
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
Ｄ
Ⅹ
化
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
に
活
躍

の
場
を
広
げ
て
も
ら
い
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
や
ワ
ゴ
ン
販
売
が
人
気

―
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
１
年
に
は
カ
フ
ェ
事
業

に
も
ふ
み
出
し
ま
し
た
。

村
上　

本
社
の
社
員
食
堂
の
委
託
業
者
が
コ
ロ
ナ

禍
で
運
営
困
難
と
の
話
が
出
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ

ト
が
手
を
あ
げ
ま
し
た
。
最
初
は
健
康
を
テ
ー
マ

に
、
ベ
ー
グ
ル
サ
ン
ド
と
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
社
員
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
な
が

ら
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
知
的
障
が

い
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
５
人
と
精
神
障
が
い
の
あ
る

メ
ン
バ
ー
１
人
が
、
接
客
や
メ
ニ
ュ
ー
開
発
も
含

め
て
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

茶
谷　

飲
食
業
の
プ
ロ
の
指
導
と
訓
練
を
受
け
、

最
初
は
手
を
震
わ
せ
な
が
ら
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
し

働く広場  2025.1 4



要
で
し
た
。

　

検
討
す
る
な
か
で
浮
上
し
た
の
が
、
グ
ル
ー
プ

内
の
介
護
部
門
が
運
営
す
る
高
齢
者
施
設
の
入
居

者
の
私
物
の
洗
濯
で
し
た
。
介
護
職
の
人
た
ち
が

勤
務
時
間
中
に
や
り
く
り
し
て
い
る
と
知
り
、
こ

れ
を
請
け
負
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

須
藤　

現
在
拠
点
は
都
内
３
カ
所
で
、
高
齢
者
施

設
１
０
９
カ
所
か
ら
委
託
さ
れ
、
利
用
者
87
人
が

洗
濯
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
か
わ
り
に
介
護

職
の
人
た
ち
が
入
居
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
コ
ア
業
務
に
集
中
で
き
る
よ
う
に

な
り
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
目
的
と
し
て
い
た
障
が
い
の
重
い
メ
ン

バ
ー
も
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
で
の
就
労
継
続
が
む
ず
か
し

く
な
っ
た
方
た
ち
も
移
っ
て
き
て
、
元
気
に
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
加
齢
の
問
題
も
出
て
き

ま
す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
内
の
受
け
皿
と
し
て
も
機

能
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

逆
に
こ
れ
ま
で
ソ
シ
ア
ス
か
ら
は
２
人
が
ビ
ジ

ネ
ス
メ
イ
ト
に
入
社
し
ま
し
た
。
今
秋
も
５
人
が

職
場
見
学
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

断
し
て
い
た
一
般
就
労
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

活
き
活
き
と
活
動
で
き
る
場
こ
そ

―
取
組
み
が
グ
ル
ー
プ
に
も
た
ら
し
た
効
果
や

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
上　

ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
は
日
ご
ろ
か
ら
近
い
と

こ
ろ
で
事
業
の
一
環
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
て
い

て
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
一
緒
に
働
く
こ
と
が
特

別
で
は
な
い
と
社
員
た
ち
は
感
じ
て
い
ま
す
。
新

入
社
員
研
修
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
で
一
緒
に
仕

事
を
す
る
取
組
み
を
長
年
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
が
事
業
部
門
で
痛
感
し
て
い
る
の
は
、

い
く
ら
戦
略
が
机
上
で
う
ま
く
描
け
て
も
、
そ
れ

を
実
現
す
る
人
や
組
織
が
な
け
れ
ば
絵
に
描
い
た

餅
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
人
や
組
織
が
活

き
活
き
と
活
動
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
が
、

会
社
に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。

　

だ
れ
も
が
長
く
働
く
時
代
に
も
な
っ
て
き
て
い

る
い
ま
、
い
ろ
い
ろ
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
人
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
た
人
が
、
そ
の
と
き
の

ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
生
き
が
い
を
持
っ
て

働
い
て
い
け
る
労
働
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
き

な
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
ビ
ジ

ネ
ス
メ
イ
ト
や
ソ
シ
ア
ス
も
、
大
き
な
意
義
と
可

能
性
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
グ
ル
ー
プ
社
員
の
な
か
に
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
メ
イ
ト
や
ソ
シ
ア
ス
の
活
動
に
共
感
し
、
公

募
制
度
で
異
動
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
須
藤
も
そ
の
一
人
で
、
以
前
は
私
と
一
緒

に
マ
ー
ケ
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

須
藤　

私
は
、
異
動
し
て
き
て
よ
か
っ
た
な
と
つ

く
づ
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
異
動
し
て
く
る
社
員
を
は
じ
め
多
様
な
人
た

ち
と
と
も
に
、
ま
さ
に
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
で

す
。
ま
た
、
現
場
で
日
常
的
に
出
て
く
る
「
よ
く

生
き
る
」
と
い
う
言
葉
が
、
大
き
な
一
体
感
と
と

も
に
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

村
上　
「
よ
く
生
き
る
」、「
よ
く
生
き
た
い
」
と

の
思
い
が
、
他
者
へ
の
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
理
念
を
中

心
に
多
様
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、

ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
の
強
み
に
も
な
っ
て
い
る
と

実
感
し
ま
す
ね
。

　

今
後
は
、
２
社
が
よ
り
大
き
な
存
在
と
し
て
持

続
的
に
続
い
て
い
く
た
め
に
も
、
時
代
を
と
ら
え

た
事
業
開
発
を
続
け
な
が
ら
成
長
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
多
摩
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
東

京
都
）
と
包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
会
員

が
１
５
０
０
人
い
て
も
さ
ば
け
な
い
仕
事
を
ビ
ジ

ネ
ス
メ
イ
ト
が
に
な
い
、
逆
に
早
朝
の
業
務
な
ど

を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
依
頼

す
る
形
で
互
い
に
カ
バ
ー
し
あ
い
な
が
ら
、
と
も

に
活
躍
の
領
域
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、

ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
社
会
に

と
っ
て
も
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
企
業
の
み
な
さ
ん
向
け
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

メ
イ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
「TA

M
A
TE-�

B
A
K
O

」
で
障
が
い
者
雇
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
開

し
て
い
ま
す
。
企
業
・
団
体
に
よ
る
会
社
見
学
も

２
０
２
３
年
は
国
内
外
１
０
７
件
、
延
べ
５
８
９

人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
意
欲
の
あ
る
企
業
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
、
こ
れ
か
ら
も
障
が
い
者
雇
用
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Leaders Talk
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石
川
県
金
沢
市
に
あ
る「
ア
ー
ル
・
ビ
ー
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ズ
株
式
会
社
」（
以
下
、「
ア
ー
ル
・

ビ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
」）
は
、
コ
ン
ロ
や
給

湯
器
な
ど
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
大
手
メ
ー

カ
ー
「
リ
ン
ナ
イ
株
式
会
社
」（
以
下
、「
リ
ン

ナ
イ
」）
の
子
会
社
と
し
て
１
９
７
１
（
昭
和

46
）
年
に
設
立
さ
れ
た
。
電
子
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

や
リ
モ
コ
ン
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の
設
計
か
ら

生
産
ま
で
を
手
が
け
、
石
川
県
内
に
本
社
と
２

工
場
・
物
流
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
ほ
か
韓
国
と
中

国
に
関
連
会
社
を
持
ち
、
リ
ン
ナ
イ
以
外
の
取

引
先
も
多
岐
に
わ
た
る
。

　

同
社
の
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
社
員
の

中
途
障
害
や
単
発
的
な
採
用
は
あ
っ
た
も
の
の

法
定
雇
用
率
を
な
か
な
か
達
成
で
き
な
か
っ
た

そ
う
だ
。
そ
こ
で
総
務
部
の
担
当
者
や
現
場
の

管
理
職
ら
が
奮
起
し
て
採
用
か
ら
定
着
ま
で
の

支
援
体
制
を
整
え
た
結
果
、
現
在
は
従
業
員
５

９
４
人
の
う
ち
障
害
の
あ
る
従
業
員
が
13
人（
身

体
障
害
４
人
、
知
的
障
害
９
人
）、
障
害
者
雇

用
率
２
・
90
％
（
２
０
２
４
〈
令
和
６
〉
年
６

月
１
日
現
在
）
だ
と
い
う
。
２
０
２
３
年
に
「
令

和
５
年
度
障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
」
と
し
て

石
川
県
知
事
表
彰
を
受
賞
、
翌
２
０
２
４
年
３

月
に
は
、
人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会
「
第
14

回
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞
」

審
査
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

日
常
生
活
を
支
え
る

製
品
づ
く
り

　

こ
れ
ま
で
の
支
援
担
当
者
ら
の
取
組
み
や
工

夫
、
生
産
現
場
や
本
社
内
の
業
務
に
お
い
て
戦

力
と
し
て
働
く
障
害
の
あ
る
従
業
員
を
紹
介
す

る
。

　

ア
ー
ル
・
ビ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
が
障
害

者
雇
用
へ
と
積
極
的
に
動
き
出
し
た
の
は
２
０

１
７
（
平
成
29
）
年
ご
ろ
。
そ
の
火
つ
け
役
の

１
人
が
、
総
務
部
人
事
課
で
主
事
を
務
め
る
山や

ま

本も
と

麻ま

梨り

菜な

さ
ん
だ
。

　

入
社
以
来
ず
っ
と
採
用
や
広
報
に
か
か
わ
っ

て
き
た
山
本
さ
ん
は
障
害
者
雇
用
も
担
当
し
て

い
た
が
、
毎
年
の
よ
う
に
納
付
金
申
請
を
す
る

な
か
で
、「
納
付
金
さ
え
納
め
れ
ば
い
い
の
だ

ろ
う
か
」と
の
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。そ
ん

な
な
か
で
２
０
１
７
年
、
当
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）

が
実
施
す
る
「
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
資
格

認
定
講
習
」（
※
１
）
を
受
け
た
。
生
産
現
場
の

課
長
と
部
下
の
２
人
も
た
ま
た
ま
一
緒
に
受
け

る
な
か
で
、
そ
の
部
下
の
男
性
社
員
が
、「
自

分
に
も
知
的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
い
る
」
と

き
っ
か
け
は
障
害
者
職
業
生
活

相
談
員
資
格
認
定
講
習

話
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
山
本
さ
ん
に
と
っ
て

大
き
な
転
機
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
そ
の
男
性
社
員
が
、
子
ど
も
の
就
職
に
は

苦
労
す
る
と
し
な
が
ら
『
私
た
ち
の
会
社
も
、

障
害
の
あ
る
人
が
ど
ん
ど
ん
働
け
る
職
場
に
な
っ

た
ら
い
い
ね
』
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
隣
に
い
た

課
長
が
『
じ
ゃ
あ
俺
た
ち
の
と
こ
ろ
で
受
け
入

れ
て
み
よ
う
』
と
提
案
し
て
く
れ
た
の
で
す
」

　

３
人
で
講
習
を
受
け
な
が
ら
「
生
産
現
場
で

も
や
れ
る
こ
と
が
あ
り
そ
う
だ
」、「
こ
う
い
う

作
業
な
ら
で
き
る
か
も
」
な
ど
と
ア
イ
デ
ア
を

出
し
あ
っ
た
。

　

一
方
で
山
本
さ
ん
は
「
本
格
的
に
障
害
者
雇

用
を
進
め
る
に
は
、
ど
ん
な
知
識
や
準
備
が
必

要
だ
ろ
う
か
」
と
調
べ
る
う
ち
に
、「
企
業
在

籍
型
職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
養

成
研
修
」（
※
２
）
の
こ
と
を
知
っ
た
。
上
司
か

ら
「
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
み
れ
ば
い
い
よ
」
と
背

中
を
押
さ
れ
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
で
実
施
す
る
千
葉
会

場
で
の
４
日
間
の
集
合
研
修
に
参
加
。山
本
さ
ん

は
「
研
修
内
容
は
予
想
以
上
の
レ
ベ
ル
で
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
の
赤

裸
々
な
話
を
聞
け
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
問
題

を
抱
え
る
仲
間
が
い
る
と
知
っ
た
こ
と
も
自
分

の
な
か
で
は
力
に
な
り
ま
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。

　

さ
っ
そ
く
採
用
活
動
に
動
き
始
め
た
山
本

さ
ん
は
、
地
域
の
特
別
支
援
学
校
が
毎
年
開
催

し
て
い
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し
た
。
学

生
た
ち
の
就
労
先
や
、
ど
う
い
っ
た
仕
事
・
業

務
に
向
い
て
い
る
か
、
逆
に
ど
ん
な
こ
と
が
課

ジョブコーチを中心に支援体制、
戦力化と定着を図る

― アール・ビー・コントロールズ株式会社（石川県） ―
電子制御機器を手がける会社では、ジョブコーチを中心に支援体制を整え、

従業員が戦力として活き活きと働き続けられる職場環境づくりを図っている。

「職場適応援助者（ジョブコーチ）養成研修」などを参
考に、採用から定着までの体制を整える1

知的障害のある従業員を公私にわたり多面的にフォロー2
管理者勉強会やトップからの発信などで職場理解を拡大3

POINT

アール・ビー・コントロールズで生産される「電子制御ユニット」
（写真提供：アール・ビー・コントロールズ株式会社）

※1　�障害者職業生活相談員資格認定講習の詳
細はJEEDホームページをご覧ください。
https://www.jeed.go.jp/disability/
employer/employer04/koshu.html

※2　�企業在籍型職場適応援助者（ジョブコーチ）養成
研修の詳細はJEEDホームページをご覧ください。�
https://www.jeed.go.jp/disability/supporter/
seminar/job_adapt02.html

総務部人事課主事の
山本麻梨菜さん
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題
に
な
り
や
す
い
か
な
ど
を
教
わ
り
、
進
路
指

導
の
先
生
と
も
つ
な
が
り
が
で
き
た
。

　

そ
う
し
て
特
別
支
援
学
校
の
先
生
か
ら
「
こ

う
い
う
生
徒
が
い
ま
す
よ
」
と
の
情
報
提
供
を

受
け
、
２
０
１
９
年
に
採
用
し
た
の
が
高た

か

野の

響き
ょ
う

平へ
い

さ
ん
（
24
歳
）
だ
。「
い
ま
で
は
立
派
な
現

場
の
戦
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
山
本
さ
ん
。さ
っ

そ
く
高
野
さ
ん
の
職
場
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

本
社
か
ら
車
で
30
分
ほ
ど
の
郊
外
に
あ
る
鶴つ

る

来ぎ

工
場
。
主
力
商
品
で
あ
る
電
子
制
御
ユ
ニ
ッ

ト
な
ど
を
製
造
し
て
お
り
、
こ
こ
で
高
野
さ
ん

は
部
品
の
ラ
イ
ン
キ
ー
パ
ー
を
担
当
し
て
い
る
。

　

製
造
フ
ロ
ア
で
は
、
ラ
イ
ン
ご
と
に
20
種
類

以
上
の
部
品
を
組
み
込
ん
で
い
く
が
、
各
部
品

が
入
っ
た
ト
レ
ー
が
空
に
な
る
と
シ
ュ
ー
タ
ー

か
ら
出
て
く
る
仕
組
み
だ
。ラ
イ
ン
キ
ー
パ
ー
は
、

同
じ
番
号
の
ト
レ
ー
を
棚
か
ら
探
し
て
き
て
、

製
造
ラ
イ
ン
の
キ
ー
パ
ー
担
当

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
確
認
し
て
か
ら
セ
ッ

ト
す
る
仕
事
で
、
高
野
さ
ん
は
「
最
初
は
ト
レ
ー

の
場
所
を
覚
え
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
二
つ

の
ラ
イ
ン
に
気
を
配
り
な
が
ら
の
仕
事
で
す
」

と
教
え
て
く
れ
た
。

　

高
野
さ
ん
は
特
別
支
援
学
校
３
年
次
に
ア
ー

ル
・
ビ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
で
２
回
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
。
入
社
後
は
ケ
ー
ス
を

洗
浄
し
た
り
棚
に
供
給
し
た
り
す
る
仕
事
を
し

て
い
た
が
、
５
年
目
の
あ
る
日
、
現
場
の
上
司

に
「
新
し
い
こ
と
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
相
談

し
た
そ
う
だ
。
そ
の
意
欲
を
く
ん
だ
上
司
は
、

現
場
の
社
員
ら
と
検
討
し
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

業
務
と
し
て
ラ
イ
ン
キ
ー
パ
ー
に
挑
戦
し
て
も

ら
う
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。

　

当
時
の
作
業
担
当
者
と
一
緒
に
練
習
し
、
最

初
は
一
つ
の
ラ
イ
ン
だ
け
試
し
て
み
て
、
問
題

が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
ら
二
つ
め
の
ラ
イ
ン
も

一
緒
に
で
き
る
か
確
認
し
て
い
っ
た
。
合
格
基

準
は
「
こ
れ
ま
で
の
担
当
者
と
同
じ
速
度
で
ミ

ス
な
く
で
き
る
か
」
で
、
高
野
さ
ん
は
１
カ
月

あ
ま
り
で
Ｏ
Ｋ
が
出
た
そ
う
だ
。

　

鶴
来
工
場
製
造
一
課
課
長
の
山や

ま

田だ

忍し
の
ぶ

さ
ん
に

よ
る
と
「
最
初
は
た
し
か
に
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
挑
戦
し
て
も
ら
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
前
任
者
が
ち
ょ
う
ど
定
年
退
職

し
た
た
め
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
新
担
当
者
と
な

り
ま
し
た
」
と
い
う
。「
彼
は
い
つ
も
元
気
い
っ

ぱ
い
で
、
現
場
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
の
も
大

き
な
長
所
で
す
。
た
だ
し
行
動
も
元
気
す
ぎ
て
、

た
ま
に
通
路
で
人
と
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る
の

で
注
意
し
て
い
ま
す
」
と
冗
談
を
交
え
つ
つ
激

励
し
た
。

　

高
野
さ
ん
に
今
後
の
目
標
を
聞
い
た
と
こ
ろ

「
後
輩
社
員
が
入
っ
て
き
た
ら
、
仕
事
を
教
え

て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
答

え
て
く
れ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
前
日
、
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
た

ち
が
工
場
見
学
に
訪
れ
た
際
、
工
場
長
か
ら
紹

介
さ
れ
た
高
野
さ
ん
は
「
僕
の
か
っ
こ
よ
く
仕

事
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
そ
う
だ
。
案
内
役
だ
っ
た
山
本
さ
ん

が
「
あ
と
で
生
徒
さ
ん
た
ち
に
感
想
を
聞
い
た

シューターに部品をセットする高野さん

高野さんが働く鶴来工場の製造フロア

鶴来工場製造一課
課長の山田忍さん

アール・ビー・コントロールズ株式会社 鶴来工場 鶴来工場でラインキーパーとして働く
高野響平さん
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ら
『
あ
の
か
っ
こ
い
い
先
輩
の
姿
を
見
て
、
自

分
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
活
躍
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
』
と
返
っ
て
き
ま
し
た
」
と
伝
え
る
と
、

高
野
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に
笑
顔
を
見
せ
て
い

た
。

　

管
理
者
の
い
な
い
現
場
で
、
１
人
で
業
務
を

こ
な
す
従
業
員
も
い
る
。澤さ

わ

田だ

朋ほ
の

佳か

さ
ん（
22
歳
）

は
、
特
別
支
援
学
校
の
２
年
次
と
３
年
次
に
同

社
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
た
。
学
校
で

も
清
掃
作
業
を
学
ぶ
授
業
が
あ
り
、「
掃
除
の

仕
事
が
好
き
で
、
こ
こ
を
志
望
し
ま
し
た
」
と

話
す
。

　

入
社
後
は
、
本
社
内
の
食
堂
の
清
掃
や
消
毒

作
業
、
中
庭
の
水
や
り
、
社
内
郵
便
な
ど
の
業

務
を
１
人
で
担
当
し
て
い
る
。
そ
れ
を
可
能
に

し
た
の
が
作
業
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
だ
。
Ｊ
Ｅ
Ｅ

Ｄ
が
研
修
な
ど
で
提
供
し
て
い
る
資
料
を
参
考

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
自
己
管
理

に
し
て
、
山
本
さ
ん
が
つ
く
っ
た
と
い
う
。

　

最
初
は
作
業
を
一
つ
ひ
と
つ
指
導
し
な
が
ら

何
分
か
か
る
か
を
確
認
し
、「
何
時
か
ら
何
を

す
る
か
」
を
細
か
く
書
い
た
作
業
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
が
で
き
た
。
澤
田
さ
ん
は
毎
日
そ
れ
を
手
に

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
く
。

山
本
さ
ん
に
よ
る
と
「
作
業
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

は
管
理
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
会
社
側
と

し
て
は
作
業
後
の
結
果
さ
え
し
っ
か
り
わ
か
れ

ば
よ
い
の
で
、
澤
田
さ
ん
も
自
己
管
理
し
な
が

ら
ひ
と
り
立
ち
で
き
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。
作

業
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
は
、
１
カ
月
を
ふ
り
返
っ

て
翌
月
に
何
を
が
ん
ば
る
か
と
い
う
目
標
も
記

入
し
、
面
談
を
し
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
て
い
く
そ
う
だ
。

　

澤
田
さ
ん
は
「
１
人
で
働
き
始
め
た
当
初
は
、

作
業
中
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
緊
張

し
て
周
り
の
人
に
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
仕

事
に
慣
れ
て
い
く
う
ち
に
自
信
も
つ
い
て
、
自

分
か
ら
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
で
す
」
と
ふ
り
返
る
。

　

社
内
郵
便
は
、
量
に
よ
っ
て
毎
日
数
回
に
分

け
て
仕
分
け
、
社
内
を
回
っ
て
担
当
者
に
渡
し

て
い
る
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
の
時
間
配
分
や

段
取
り
は
、
自
分
な
り
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
天
気
に
よ
っ
て
は
先
に
掃
除
を

し
た
り
、
社
内
郵
便
を
優
先
さ
せ
た
り
し
て
、

終
わ
っ
た
も
の
か
ら
順
番
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

確
認
し
て
い
ま
す
ね
」と
い
う
澤
田
さ
ん
は
、「
社

員
の
み
な
さ
ん
か
ら
『
い
つ
も
あ
り
が
と
う
』
っ

て
い
っ
て
も
ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。
今

後
も
、
早
寝
早
起
き
を
し
て
元
気
よ
く
働
け
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

山
本
さ
ん
た
ち
は
定
着
の
た
め
の
取
組
み
に

も
力
を
入
れ
て
き
た
と
い
う
。
お
も
な
内
容
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
や
工
夫
も
含
め
て

教
え
て
も
ら
っ
た
。

①
チ
ー
ム
支
援
の
体
制
づ
く
り

　

障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
家
族
に
対
し
て

も
職
場
見
学
に
招
き
、
仕
事
内
容
の
ほ
か
職
場

環
境
や
福
利
厚
生
、
会
社
の
方
針
な
ど
も
知
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
入
社
後
も
互
い
に
連
絡
を

取
り
や
す
い
関
係
性
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
を

大
事
に
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

一
方
で
当
初
は
、
入
社
後
の
受
入
れ
先
の
部

署
を
見
つ
け
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
と

定
着
の
た
め
の
工
夫

澤田さんは、中庭の水やりなども担当している

本社内の食堂で消毒作業を行う澤田さん 本社で働く
澤田朋佳さん

自己管理に活用される「作業チェックシート」
（写真提供：アール・ビー・コントロールズ株式会社）
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い
う
。「
以
前
ま
で
現
場
で
は
、
受
け
入
れ
る

こ
と
で
生
ま
れ
る
効
果
が
想
像
さ
れ
に
く
く
、

負
担
だ
け
が
か
か
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
『
う
ち
は
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い
』
と

い
わ
れ
て
し
ま
う
の
が
悩
み
で
し
た
」
と
山
本

さ
ん
。

　

ま
ず
現
場
の
心
理
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
で
あ
る
山
本
さ
ん
の
ほ
か
本
人

の
家
族
や
出
身
の
特
別
支
援
学
校
、
医
療
機
関
、

さ
ら
に
訪
問
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
も
含
め
た
チ
ー

ム
支
援
の
体
制
を
整
え
た
。
支
援
の
や
り
方
な

ど
を
説
明
し
、
山
本
さ
ん
が
「
何
か
あ
れ
ば
必

ず
駆
け
つ
け
て
仲
介
役
と
し
て
対
処
す
る
」
と

伝
え
る
こ
と
で
、「
そ
れ
な
ら
や
っ
て
み
る
」
と

前
向
き
に
な
る
部
署
が
増
え
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
に
ち
ょ
っ
と
し

た
課
題
や
直
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
出
て
き
た
と

き
、
日
ご
ろ
か
ら
つ
な
が
り
の
あ
る
家
族
や
学

校
の
先
生
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
も
あ
る
。
山

本
さ
ん
は
い
う
。

　
「
特
に
３
年
間
の
信
頼
関
係
が
あ
る
先
生
は
、

親
の
よ
う
に
叱
咤
激
励
し
て
く
れ
ま
す
。
職
場

に
慣
れ
た
こ
ろ
、
先
生
が
見
学
に
来
る
だ
け
で

本
人
も
ビ
シ
ッ
と
姿
勢
を
正
し
ま
す
。
愛
情
の

あ
る
厳
し
め
の
声
が
け
も
含
め
て
周
囲
に
見
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
ゆ
る
や
か
に
見
守
り
続

け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」

　

ち
な
み
に
山
本
さ
ん
は
、
採
用
か
ら
定
着
ま

で
一
人
ひ
と
り
を
着
実
に
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ

う
、
障
害
者
雇
用
で
の
採
用
は
２
年
に
１
回
程

度
と
決
め
て
い
る
。
た
だ
し
採
用
に
か
か
わ
ら

ず
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス
は

広
く
受
け
入
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

②
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
と
の
つ
な
が
り

　

知
的
障
害
の
あ
る
従
業
員
を
中
心
に
、
山
本

さ
ん
は
３
カ
月
に
１
回
以
上
の
個
別
面
談
を
実

施
し
て
い
る
。
業
務
だ
け
で
な
く
生
活
面
で
の

フ
ォ
ロ
ー
も
し
て
い
る
そ
う
で
「
面
談
を
き
っ

か
け
に
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
い
だ
ケ
ー
ス
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
」

　

例
え
ば
、
あ
る
従
業
員
の
場
合
、
面
談
で
「
何

か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
？
」
と
聞
い
て
も

最
初
は
な
い
と
答
え
て
い
た
が
、
雑
談
中
の
お

金
の
話
か
ら「
じ
つ
は
貯
金
が
な
く
な
り
ま
し
た
」

と
明
か
さ
れ
た
。
ゲ
ー
ム
の
課
金
に
１
カ
月
数

万
円
近
く
使
い
込
ん
で
い
た
と
い
う
。

　
「
金
銭
管
理
が
行
き
づ
ま
る
と
仕
事
に
も
影

響
す
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。
説
明
し

て
す
ぐ
に
課
金
を
や
め
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

次
は
漫
画
や
カ
ー
ド
な
ど
を
買
い
込
む
な
ど
浪

費
癖
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
親
御
さ
ん
か

ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
い
ま
は
小
遣
い
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
自
立
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
で
す
ね
」

　

社
会
福
祉
法
人
金
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

訪
問
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
と
も
連
携
し
て
い
る
。

最
近
は
精
神
面
で
波
が
あ
る
従
業
員
に
つ
い
て
、

一
緒
に
面
談
を
し
て
い
る
。
本
人
は
経
済
的
な

問
題
も
抱
え
て
い
た
が
、
障
害
年
金
を
申
請
し

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
に

助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
本
人
に
て
い
ね
い
に
説

明
し
て
申
請
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

従
業
員
の
な
か
に
は
、日
ご
ろ
か
ら
山
本
さ
ん

と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
つ
な
が
り
、
私
生
活
の
で
き
ご

と
な
ど
を
共
有
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。「
姉

の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
２
０
２
４
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震

の
と
き
に
『
大
丈
夫
で
す
か
？
』
と
従
業
員
か

ら
連
絡
が
来
た
と
き
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
山
本
さ
ん
。

③
社
内
イ
ベ
ン
ト

　

ア
ー
ル
・
ビ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
で
は「
み
ん

な
が
幸
せ
に
な
る
経
営
」
の
一
環
と
し
て
、
社

員
同
士
の
交
流
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
を
毎
月
開
催

し
て
い
る
。「
10
月
は
ホ
テ
ル
の
ス
イ
ー
ツ
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
に
、
家
族
も
含
め
て
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
（
費
用
の
４
分
の
３
を
会
社
が
補
て
ん
）
を

開
催
し
大
好
評
で
し
た
」
と
山
本
さ
ん
は
い
う
。

こ
う
し
た
社
内
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
、
障
害
の
あ

る
従
業
員
同
士
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
一
緒
に
旅

行
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
特
に
障
害
の
あ
る
従
業
員
の
採
用
は
２
年

ご
と
の
た
め
、
社
内
で
横
の
つ
な
が
り
が
で
き

に
く
く
孤
立
し
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
社
内
イ
ベ
ン
ト
が
効
果
的
な
仲
間
づ
く
り

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
山
本
さ
ん
は
話
し

て
く
れ
た
。

④
管
理
者
の
勉
強
会

　

障
害
の
あ
る
従
業
員
を
現
場
で
も
よ
り
ス

社内イベントの一つ「クリーンビーチ」（海岸の清掃）
（写真提供：アール・ビー・コントロールズ株式会社）
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ム
ー
ズ
に
支
援
し
、
受
入
れ
部
署
を
増
や
し
て

い
く
た
め
に
始
め
た
の
が
管
理
者
勉
強
会
。
障

害
特
性
へ
の
理
解
や
作
業
指
示
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
実
際
に
受
け
入
れ
た

部
署
か
ら
は
日
ご
ろ
か
ら
抱
え
て
い
る
質
問
な

ど
も
出
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
毎
回
山
本
さ
ん

が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
管
理
者
同
士
が
情

報
共
有
で
き
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
「
い
つ
で
も
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
駆
け
つ
け
ま

す
と
伝
え
る
だ
け
で
安
心
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、

管
理
者
同
士
で
『
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
』

と
い
う
一
体
感
も
生
ま
れ
ま
す
」
と
話
す
山
本

さ
ん
は
、
い
ま
も
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
石
川
障
害
者
職

業
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会
に
参

加
し
な
が
ら
、
支
援
方
法
な
ど
を
学
び
続
け
て

い
る
と
い
う
。

　

ア
ー
ル
・
ビ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
代
表
取

締
役
社
長
の
遠え

ん

藤ど
う

健け
ん

治じ

さ
ん
に
も
話
を
聞
い
た
。

　

親
会
社
の
リ
ン
ナ
イ
で
開
発
な
ど
に
た
ず
さ

わ
り
、
当
社
に
出
向
し
て
い
る
遠
藤
さ
ん
は
、

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
３
年
、「
障

害
者
雇
用
優
良
事
業
所
」
と
し
て
石
川
県
知
事

表
彰
を
受
け
た
と
き
に
ト
ッ
プ
と
し
て
の
認
識

が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
明
か
す
。

　
「
恥
ず
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
部
下
に
任
せ
っ

ぱ
な
し
で
し
た
が
、
取
組
み
が
社
内
外
に
広
く

知
ら
れ
る
な
か
、
私
自
身
も
よ
り
積
極
的
に
取

「
全
社
員
経
営
、
全
社
員
戦
力
」

り
組
ん
で
い
か
ね
ば
と
思
う
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
」

　

遠
藤
さ
ん
は
表
彰
式
翌
日
、
賞
状
を
手
に
各

部
署
を
回
り
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
ら
と
面
談

を
行
っ
た
と
こ
ろ
「
彼
ら
の
向
上
心
の
強
さ
に

も
驚
き
ま
し
た
。
い
ま
の
仕
事
を
も
っ
と
追
求

し
て
改
善
し
た
い
と
真し

ん

摯し

に
考
え
て
い
る
様
子

を
見
て
、あ
り
が
た
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
」

と
い
う
。

　

面
談
で
は
、
職
場
へ
の
感
謝
の
声
も
聞
け
て

安
心
し
た
そ
う
だ
。
そ
れ
を
伝
え
た
１
人
が
入

社
10
年
以
上
に
な
る
男
性
で
、
軽
度
の
知
的
障

害
が
あ
る
。
職
場
で
め
き
め
き
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
、
電
子
点
火
装
置
の
生
産
ラ
イ
ン
に
あ
る

機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
当
す
る
ま
で
に
な
っ

た
。
男
性
は
遠
藤
さ
ん
に
「
障
害
の
あ
る
自
分

を
頼
っ
て
く
れ
て
、
や
さ
し
く
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
く
れ
る
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。
本
人
の
父
親
か
ら
も
後
日
「
社
長

さ
ん
と
の
面
談
で
、
自
分
の
目
標
や
や
り
が
い

を
伝
え
さ
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
」

と
の
手
紙
が
届
い
た
と
い
う
。

　

障
害
の
あ
る
従
業
員
た
ち
が
働
く
現
場
も
見

て
回
っ
た
遠
藤
さ
ん
は
、
一
般
社
員
と
一
緒
に

な
っ
て
活
き
活
き
と
働
い
て
い
る
様
子
に
、
障

害
者
雇
用
が
、
企
業
の
社
会
的
責
任
と
い
う
範

囲
を
超
え
、
社
員
や
職
場
に
と
っ
て
よ
い
こ
と

も
多
い
と
実
感
し
た
と
い
う
。

　
「
例
え
ば
現
場
で
行
わ
れ
て
い
た
、
わ
か
り

や
す
い
説
明
。
一
般
社
員
に
対
し
て
も
、
よ
り

理
解
し
や
す
い
方
法
で
伝
え
た
ほ
う
が
い
い
に

決
ま
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
ま
た
経
験
や
勘
に
頼

る
よ
う
な
仕
事
も
な
る
べ
く
つ
く
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
機
械
の
性
能
や
特
徴
を
活
か
し

な
が
ら
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
に
、
だ
れ
が
や
っ
て

も
ミ
ス
を
起
こ
さ
な
い
仕
組
み
は
必
要
で
、
こ

の
先
も
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
遠
藤
さ
ん
は
以
前
、
周
辺
の
社
員
か
ら

「
彼
ら
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
い
た
ら
、

自
分
も
も
っ
と
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
に
な
る
」

と
い
う
話
も
聞
い
て
い
た
。

　
「
社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
か
か

わ
り
あ
い
が
深
い
職
場
で
は
、
相
手
を
思
い
や
っ

た
り
大
事
に
し
た
り
す
る
気
持
ち
が
自
然
と
醸

成
さ
れ
ま
す
ね
。
そ
う
し
た
社
風
が
育
ま
れ
て

い
く
職
場
環
境
こ
そ
、
会
社
に
と
っ
て
大
事
な

こ
と
だ
と
つ
く
づ
く
気
づ
か
さ
れ
ま
す
」
と
遠

藤
さ
ん
。

　

今
後
も
障
害
者
雇
用
を
拡
大
し
て
い
く
方
針

だ
と
い
う
遠
藤
さ
ん
は
、「
私
た
ち
は
こ
れ
ま

で
『
全
社
員
経
営
』、『
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る

経
営
』
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん

障
害
の
有
無
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
役
割
分
担

が
あ
り
、全
員
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
フ
ル
出
場
す
る
。

全
社
員
が
一
人
ひ
と
り
自
己
の
ベ
ス
ト
を
尽
く

す
こ
と
が
大
事
で
、
自
分
の
持
て
る
ス
キ
ル
を

フ
ル
に
発
揮
す
る
よ
う
努
め
な
が
ら
挑
戦
す
る
、

そ
れ
を
し
っ
か
り
支
援
で
き
る
会
社
を
引
き
続

き
目
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

表彰式の翌日、遠藤さんは障害のある従業員らとグループ面談をした
（写真提供：アール・ビー・コントロールズ株式会社）

代表取締役社長の
遠藤健治さん
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J E E D   インフォメーション
〜高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ〜

事業主のみなさまへ

令和７年度
「障害者雇用納付金」申告および

「障害者雇用調整金」等申請のお知らせ
～常用雇用労働者の総数が 100100人人100人を超えるすべての事業主は障害者雇用納付金の申告義務があります～

JEEDホームページにて、� �
記入説明書および解説動画を
ぜひご覧ください。
https://www.jeed.go.jp/disability/� �
levy_grant_system_about_procedure.html

申告申請の事務説明会に� �
ぜひご参加ください。
＊全国各地で２～３月に開催します。
＊参加費は無料です。

JEED　納付金　説明会 検索

　令和７年４月１日から５月15日の間に令和７
年度申告申請をお願いします。前年度（令和６
年４月１日から令和７年３月31日まで）の雇用
障害者数をもとに、
　○ �障害者雇用納付金の申告を行ってください。
　○ �障害者の法定雇用率を下回る場合は、障害者雇

用納付金を納付する必要があります。
　○ �障害者の法定雇用率を上回る場合は、障害者雇

用調整金の支給申請ができます。

【申告申請期間】
種別 申告申請対象期間 申告申請期間・納付期限

障害者雇用納付金

令和６年４月１日

～

令和７年３月31日

令和７年４月１日

〜

令和７年５月15日
（注１、注２、注３）

障害者雇用調整金
在宅就業障害者
特例調整金
特例給付金
（経過措置）

（注１）�年度の中途で事業廃止した場合（吸収合併等含む）は、廃止した日から45日以内に申告申請（障害者雇用納付金の場合は、あわせて申告額の納付）
が必要です。なお、令和７年度中の事業廃止等による申告申請については、制度改正により様式が変更となりますので、期間内に申告申請できるよ
う、余裕をもって各都道府県申告申請窓口にご相談ください。

（注２）�障害者雇用調整金、在宅就業障害者特例調整金および特例給付金（経過措置）は、申請期限を過ぎた申請に対しては支給できません。
（注３）�常用雇用労働者の総数が100人以下の事業主が、報奨金および特例給付金（経過措置）の申請を行う場合の申請期限は令和７年７月

31日となります。

＊�詳しくは、最寄りの各都道府県支部高齢・障害者業務課（東京・大阪は高齢・
障害者窓口サービス課）にお問い合わせください（33ページ参照）。 JEED　都道府県支部 検索

令和７年度申告申請における障害者雇用納付金制度の
おもな変更点について

① 障害者の法定雇用率の引上げ　
　　�企業の法定雇用障害者数の算出に用いる障害者の法定雇用率が2.3％から2.5％に引き上げられました。
② 一定数を超えて障害者を雇用する場合、超過人数分の調整金および報奨金の支給額を調整
　　�調整金は年間総計120人超で月額23,000円、報奨金は年間総計420人超で月額16,000円に調整されます。
③ 特定短時間障害者（※）の実雇用率への算入
　　�重度身体障害者、重度知的障害者、精神障害者である特定短時間障害者（就労継続支援A型事業所の利用者を除く）

は1人をもって0.5人として対象障害者数にカウントします。※�週所定労働時間が10時間以上20時間未満の障害者
④ 特例給付金の廃止（令和７年度申告申請限りの経過措置）
　　�③の措置に伴い、特例給付金が廃止され、廃止前に雇い入れられた特定短時間労働者である重度以外の身

体障害者または重度以外の知的障害者については、1年間の経過措置が設けられています。
⑤ シフト制の取扱いの変更　
　　�シフト制で働く方の雇用区分の確認方法が変わり、常用雇用労働者および障害者の取扱いが変わります。
＊制度改正の概要についてはJEEDホームページをご覧ください。https://www.jeed.go.jp/disability/seido.html
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事業主のみなさまへ

障害者雇用納付金関係業務調査のごあんない
～障害者雇用納付金制度を支える仕組みです～

【対象となる事業主の方】
　障害者雇用納付金の徴収並びに障害者雇用調整金等の支給の適
正を期するため、源泉徴収票（写）や障害者手帳等（写）の根拠
資料の添付を義務づけている事業主を含むすべての事業主を対象
として実施いたします。

【調査方法】
　訪問等により関係書類の確認やヒアリングを行い、申告申請書
に記載された常用雇用労働者の総数および雇用障害者数や障害の
程度などが適正であることの確認を行います。

【申告申請額に誤りがあった場合】
　調査の結果、申告申請内容に誤りがあった場合には、納付金の追加納付または調整金などの返還を行って
いただくことになります。また、納付した金額が多かった場合には、還付をさせていただきます。
　なお、納付金の追加納付が必要な場合には、その納付すべき額に10％を乗じて得た額の追徴金が課せら
れます。

　申告申請書作成時に根拠とした書類は、調査時に確認しますので
適切な保管をお願いいたします。
　また、雇用障害者の退職後も、障害者であることを明らかにする
書類（手帳等の写し）を３年間保存する義務があります。
　ご注意ください。

本調査について、詳しくはＪＥＥＤホームページに掲載している「障害者雇用納
付金関係業務調査のごあんない」をご参照ください。

https://www.jeed.go.jp/disability/noufukin_chosa.html

　障害者雇用納付金制度の適正運営、事業主間の経済的負担の平等性の確保などの観点から、
障害者の雇用の促進等に関する法律第52条に基づき調査を実施しております。
　実際に調査の対象となった事業主の方に対しては郵便、お電話にて事前にご連絡し、日程調
整や用意いただく書類などについてご案内します。
　ご協力をお願いいたします。

＜お問合せ＞ 納付金部 調査課　TEL：043-297-9654

働く広場  2025.113



J E E D   インフォメーションJ E E D   インフォメーション
〜高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ〜

〜「障害者雇用支援人材ネットワーク事業」のごあんない〜
障害者雇用の専門家が企業のみなさまを支援します

障害者雇用の課題に対応した経験をもつ、「労務管理」「医療」「建築」などさまざまな分野の専門家である
「障害者雇用管理サポーター」が企業のみなさまの疑問や課題に対応いたします。

＜お問合せ＞ 職業リハビリテーション部 指導課　TEL：043-297-9072

ご 相談受付サポーターの活用例

相談内容

➡
　精神障害のある社員の職場定着に向けて、自社の取組みの参考とするため、ほ
かの企業が実際にどのように取り組んでいるのかを把握したい。

　相談企業が、障害者雇用管理サポーターの所属している企業（精神障害のある社員を複数人雇用）を訪問した。
　サポーターから、「電話応対の可否など、精神障害のある社員一人ひとりの特性に合わせて、職務内容や配置場所を
変えていること」、「管理者による体調管理ができるように、毎日障害のある社員から日誌の提出を求めていること」、「障
害のある社員本人の了解のもとで周囲の従業員に障害の特性を説明し、配慮を求めていること」などについて説明した。
　相談企業からは、配置場所や活用している資料等について実際に目にすることができ、わかりやすく勉強になった
との声がきかれた。

支 援 内 容

相談内容

➡

　障害者に対する合理的配慮が適切に行われているか自社の状況を再確認してお
り、アドバイスがほしい。

　障害者雇用管理サポーター2名（社会保険労務士、先進的に取り組んでいる企業に所属する者）が相談企業を訪問のうえ、
他社での合理的配慮の取組みについて情報提供し、障害者との面談方法について助言援助を実施した。
　相談企業からは、障害のある社員との面談時に留意する合理的配慮の考え方について再確認することや、障害者か
らの配慮事項の要望を受けて全社員に有効な就業規則の改定につなげられたことなど、合理的配慮の取組みが一歩進み、
さまざまな社員にとって相談しやすく働きやすい環境整備につながったとの声がきかれた。

支 援 内 容

②�障害者雇用管理サポーター検索サイト「障害者雇用支援人材ネットワークシステム」により、ご自身で
サポーターを検索し、直接連絡のうえ、支援の依頼についてご相談いただけます（支援に関する費用
はサポーターによって異なります。サイトのサポーター検索結果からご確認ください）。

①中央障害者雇用情報センターの障害者雇用支援ネットワークコーディネーターにご相談ください。
　企業のみなさまの相談内容に合わせて、サポーターと調整を行います（相談·支援にかかる費用は無料です）。
　　TEL：03-5638-2792　 E-mail：syougai-soudan@jeed.go.jp
　※�令和７年４月以降は連絡窓口が変わります。詳細は令和７年３月までにJEEDホームページでお知らせする予
定です。なお、サービスの内容に変更はありません。

ご 相談受付 サポーターによる支援をご希望の場合は、
次の①、②どちらかの方法でご連絡ください。

JEED　支援人材 検索 「障害者雇用支援人材ネットワークシステム」
https://shienjinzai.jeed.go.jp
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写真・文：官野 貴写真・文：官野 貴

「ともにはたらく」「ともにはたらく」
～障害者が働きやすい職場～～障害者が働きやすい職場～
� 株式会社特殊衣料（北海道）� 株式会社特殊衣料（北海道）

株式会社特殊衣料
〒063-0834　北海道札幌市西区発

はっ
寒
さむ

14条14-2-40
TEL 011-663-0761　FAX 011-663-0955（代表）

取材先データ

15



チェックリストに投入物や作業者名を書き入れる取り残しの有無を入念にチェック

洗濯機に洗濯物を投入する笠井翼さん。
洗浄前の洗濯物は、エプロンやフェイスシールドを装着のうえ扱う

乾燥を終えた洗濯物を袋詰めし、かご台車に積み込み、仕上げの工程へ送る

仕上げの工程で働く平佐優希さん。笑顔が印象的だ

梱包作業は平佐さんの好きな作業の一つ

　
北
海
道
札
幌
市
で
、
病
院
や
福
祉
施
設
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
タ

オ
ル
類
の
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
な
ど
を
手
が
け
る
株
式
会
社
特
殊
衣

料
で
は
、障
害
の
あ
る
従
業
員
が
欠
か
せ
な
い
戦
力
と
な
っ
て
い
る
。

障
害
者
雇
用
の
き
っ
か
け
は
、
34
年
前
に
地
域
の
養
護
学
校
（
当

時
）
の
職
場
実
習
を
受
け
入
れ
た
こ
と
。
現
在
で
は
、
リ
ネ
ン
サ

プ
ラ
イ
や
清
掃
、
縫
製
と
い
っ
た
各
分
野
で
、
知
的
障
害
な
ど
の

あ
る
30
人
が
働
い
て
お
り
、
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
の
工
場
で
働
く
従

業
員
の
う
ち
半
数
近
く
が
障
害
の
あ
る
従
業
員
だ
。

　
洗
濯
と
乾
燥
の
工
程
で
働
く
笠か

さ

井い

翼つ
ば
さ

さ
ん
（
29
歳
）
は
入
社
５

年
目
。
洗
濯
物
の
投
入
前
や
取
り
出
し
た
後
に
は
、
取
り
残
し
が

な
い
か
機
械
の
中
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て

い
た
。
ま
た
、
そ
の
工
程
ご
と
に
記
録
簿
に
記
入
し
、
万
が
一
の

混
入
に
備
え
る
。
笠
井
さ
ん
は
乾
燥
の
不
十
分
な
洗
濯
物
を
出
さ

な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
い
う
。

　
入
社
７
年
目
の
平ひ

ら

佐さ

優ゆ
う

希き

さ
ん
（
29
歳
）
は
、
仕
上
げ
の
工
程

に
お
い
て
タ
オ
ル
の
畳
み
や
仕
分
け
を
担
当
し
て
い
る
。
畳
ん
だ

タ
オ
ル
の
袋
詰
め
作
業
が
好
き
だ
と
い
う
平
佐
さ
ん
は
、
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
動
き
で
タ
オ
ル
を
梱
包
機
に
送
り
込
ん
で
い
た
。

　
同
社
で
は
、
職
場
定
着
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、
企
業
在
籍

型
職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
や
障
害
者
職
業
生
活
相

談
員
、
社
会
福
祉
士
な
ど
を
配
置
し
、
外
部
の
支
援
機
関
と
も
連

携
し
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
社
会

人
と
し
て
の
常
識
や
働
く
た
め
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
ま
と
め
た
マ
ナ
ー
本
「
と
も
に
は
た
ら
く
」
を
制
作
し
、
障
害

の
あ
る
従
業
員
の
入
社
時
や
生
活
面
の
支
援
が
必
要
な
と
き
に
研

修
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
に
は
、

「
も
に
す
認
定
制
度
」（
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
優
良
な
中
小
事
業

主
に
対
す
る
認
定
制
度
）
の
認
定
を
受
け
た
。
同
社
で
は
、
今
後

も
積
極
的
な
障
害
者
雇
用
を
続
け
て
い
く
と
い
う
。
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取り残しの有無を入念にチェック

乾燥を終えた洗濯物を袋詰めし、かご台車に積み込み、仕上げの工程へ送る

仕上げの工程で働く平佐優希さん。笑顔が印象的だ

梱包作業は平佐さんの好きな作業の一つ

畳んだタオルを納品用の袋に詰めていく

タオルを10枚ずつ数え、20枚の束にまとめる

納品用のラベルを貼りつけて作業完了

働く広場  2025.117



株式会社特殊衣料が制作したマナー本「ともにはたらく」。
本人用と支援者用に分かれている

写真やイラストで図解したマニュアルが活用されている

仕上げの工程で働く工
く

藤
どう

公
とも

宏
ひろ

さん（52歳）

株式会社特殊衣料は職場定着率も高く、工藤さんは同社における障害者雇用の一期生だ

働く広場  2025.1 18



同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
授　

立
木
茂
雄

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
と
は
？

第
２
回

災
害
は
不
平
等
を
拡
大
さ
せ
る
レ
ン
ズ

　

災
害
は
、
一
瞬
に
し
て
日
常
を
奪
い
去
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
災
害
は
、
被
災
前
か
ら

存
在
し
て
い
た
不
平
等
や
格
差
を
拡
大
し
、
無

防
備
な
社
会
的
弱
者
の
苦
境
を
さ
ら
に
深
刻
化

さ
せ
、
回
復
ま
で
に
は
よ
り
長
い
時
間
を
要
す

る
。
災
害
が
も
た
ら
す
の
は
、
単
な
る
物
理
的

な
破
壊
だ
け
で
は
な
く
、
被
災
前
か
ら
存
在
す

る
社
会
的
・
経
済
的
そ
し
て
心
身
の
機
能
上
の

不
平
等
を
顕
在
化
さ
せ
、
広
げ
て
い
く
と
い
う

現
実
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
間
、
私
た
ち
が
宮

城
県
名な

取と
り

市
で
実
施
し
た
「
生
活
復
興
感
尺
度
」

を
用
い
た
５
波
に
お
よ
ぶ
縦
断
―
同
じ
被
災
者

に
繰
り
返
し
回
答
を
求
め
る
―
研
究
は
、
こ
の

「
不
平
等
の
拡
大
」
と
い
う
現
実
を
如
実
に
示

し
て
い
る
。
こ
の
調
査
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、

被
災
前
か
ら
社
会
・
経
済
・
心
身
面
で
脆
弱
な

人
た
ち
―
少
人
数
世
帯
や
単
身
高
齢
世
帯
、
健

康
問
題
を
抱
え
る
家
庭
、
震
災
で
失
業
し
た

人
々
、
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
々
な
ど
―
が
、

被
災
後
も
一
貫
し
て
さ
ら
な
る
困
難
に
直
面
し

続
け
た
事
実
だ
。
災
害
が
社
会
的
弱
者
に
与
え

た
影
響
は
、
避
難
所
生
活
か
ら
生
活
再
建
に
至

る
ま
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
。

　

主
観
的
な
「
生
活
復
興
感
」
だ
け
で
な
く
、

客
観
的
な
「
す
ま
い
再
建
速
度
」
に
お
い
て
も
、

こ
う
し
た
社
会
的
弱
者
層
が
ほ
か
の
層
に
比
べ

て
大
幅
に
遅
れ
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
単
身
世
帯
や
女
性
世
帯
主
と
い
っ
た
脆

弱
な
立
場
に
あ
る
人
々
は
、
恒
久
住
宅
に
移
行

す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
そ
の
過
程
で
の
苦

し
み
が
さ
ら
に
長
引
く
と
い
う
現
実
が
浮
か
び

上
が
っ
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
災
害
が
単
な
る
破
壊
を
超
え
、

被
災
前
か
ら
す
で
に
脆
弱
だ
っ
た
層
に
、
よ
り

深
刻
な
影
響
を
、
よ
り
長
期
に
も
た
ら
す
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
災
害
に
よ
っ
て
新
た
な
不
平

等
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
既
存
の

不
平
等
が
拡
大
さ
れ
る
―
―
災
害
は
、
社
会
の

格
差
を
拡
大
し
、
そ
の
影
響
を
何
倍
に
も
強
め

る
「
レ
ン
ズ
」
と
し
て
働
く
の
だ
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
災
害
後
の
支
援
に
お
い
て
は
、

被
災
前
か
ら
当
事
者
と
密

接
に
か
か
わ
っ
て
き
た
専

門
職
の
連
続
的
な
関
与
が

不
可
欠
だ
。
福
祉
や
保
健
・

医
療
の
専
門
家
が
、
被
災

後
も
彼
ら
（
社
会
的
弱
者
）

の
生
活
再
建
に
寄
り
添
い

続
け
る
こ
と
で
、
拡
大
し

た
不
平
等
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
住
ま
い
や
生
計
手
段

の
復
旧
だ
け
で
は
な
く
、

被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
生

活
再
建
全
般
に
わ
た
る
長

期
的
で
―
平
時
（
い
わ
ば

「
晴
れ
の
日
」）
と
災
時
・

災
後
（
い
わ
ば
「
嵐
の
日
」）

を
「
全
天
候
型
」
で
と
ら

え
る
―
生
活
の
全
体
性
や

連
続
性
を
視
野
に
お
い
た

支
援
が
必
要
な
の
だ
。
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会学研究科修士課程修了後、1980年よ
りカナダ政府給費留学生としてトロント
大学大学院に留学。MSW（マスター・
オブ・ソーシャルワーク）ならびにPh.
D.（ドクター・オブ・フィロソフィー）
修得。1986年より関西学院大学社会学
部専任講師・助教授・教授を経て2001（平
成13）年４月より現職。
　専門は福祉防災学・家族研究・市民社
会論。特に大災害からの長期的な生活復
興過程の解明や、災害時の要配慮者支援
のあり方など、社会現象としての災害に
対する防災学を研究。
　おもな著書に『災害と復興の社会学（増
補版）』（萌書房、2022年）などがある。

立木茂雄（たつきしげお）

出典：立木茂雄・川見文紀.「社会的弱者と災害—誰一人取り残さないための原則とは？」総合リハビリテーション, 50（1）, 2022, 83-89.

図３　障害者手帳の有無別の
　　　生活復興感得点の軌跡の比較

パネル調査年度
エラーバー：95％ CI

障害の有無
　　無し
　　手帳有り

生
活
復
興
感

反復測定分散分析

群間効果:
F（1,314）=.287, ns

群と時間の交互作用効果:
F（1,314）=.275, ns.
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図４　身体的健康について気がかりな成員の
　　　有無別の生活復興感得点の軌跡の比較

パネル調査年度
エラーバー：95％ CI

身体的健康に
ついて気がかりな
成員はいない世帯

身体的健康に
ついて気がかりな
成員がいる世帯

生
活
復
興
感

反復測定分散分析

群間効果:
F（1,314）=4.323, p<.05

群と時間の交互作用効果:
F（1,314）=.655, ns.
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図１　世帯規模別の生活復興感得点の軌跡の比較

パネル調査年度
エラーバー：95％ CI

世帯人数
　　１人
　　２人
　　３人以上生

活
復
興
感

反復測定分散分析

群間効果:
F（2,310）=3.096, p<.05

群と時間の交互作用効果:
F（7.45,1154.55）
=2.26, p<.05
（Greenhouse-Geisser補正）
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図２　単身高齢世帯とそれ以外の世帯の
　　　生活復興感得点の軌跡の比較

パネル調査年度
エラーバー：95％ CI

単身高齢以外の世帯
単身高齢世帯

生
活
復
興
感

反復測定分散分析

群間効果:
F（1,314）=.300, p<.001

群と時間の交互作用効果:
F（3.72,1168.43）
=3.347, p<.05
（Greenhouse-Geisser補正）
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これからの時代の障害者雇用とはこれからの時代の障害者雇用とは
　
い
よ
い
よ
２
０
２
５
年
。
今
号
で
は
、
本
誌
編
集
委
員

会
座
長
を
務
め
、
障
害
者
雇
用
の
研
究
に
お
け
る
第
一
人

者
で
あ
る
松ま

つ
爲い

信の
ぶ

雄お

委
員
と
、
海
外
の
先
進
事
例
な
ど
に

も
造
詣
の
深
い
八や

重え

田だ

淳じ
ゅ
ん

委
員
に
よ
る
「
新
春
特
別
対
談
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
未
来
の
障
害
者
雇
用
」。
障
害
者
の
雇

用
に
か
か
る
環
境
変
化
が
著
し
い
時
代
に
お
け
る
障
害
者

雇
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新春特別対談 　松爲信雄編集委員×八重田淳編集委員

～
２
０
２
４
年
を
ふ
り
返
る
～ 

職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に 

期
待
さ
れ
る
役
割
の
広
が
り

 

松
爲  

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
障

害
者
雇
用
の
未
来
に
つ
い
て
お
話
し
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
八
重
田
先
生
は
、
２
０

２
４
（
令
和
６
）
年
を
ふ
り
返
り
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
？

 

八
重
田  

２
０
２
４
年
は
、
災
害
や
戦
争
に

よ
っ
て
多
く
の
方
が
生
活
基
盤
や
仕
事
を
失

い
、そ
の
復
興
も
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
※
１
）
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
年
で
し
た
。
日
本
国
内
で
は
、
能

登
半
島
で
の
地
震
や
豪
雨
が
発
生
し
、
国
際

的
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
で
、職
を
失
っ
た
人
々

に
対
し
て
、
枠
組
み
を
超
え
た
新
た
な
支
援

の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
ア
メ
リ
カ
に
は
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
な

ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
被
災
地
に

職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
の
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
、
失
業
者
の
相

談
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
サ
ポ
ー
ト
に
応
じ

て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
、

多
く
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
い
る
た
め
実
現
で
き
て
い
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
も
、
障
害
者
に
と
ど
ま
ら

ず
、
災
害
や
困
難
に
直
面
し
た
人
々
な
ど
、

幅
広
い
人
に
向
け
た
も
の
と
し
て
、
よ
り
広

く
と
ら
え
、
拡
充
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
日
本
で
も
そ
う
し
た

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

 

松
爲  

そ
の
視
点
は
と
て
も
重
要
で
す
ね
。

こ
う
し
た
支
援
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
人
に
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

か
ら
。
ま
た
、障
害
者
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
得
ら
れ
た
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
対
応
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
多
様
性
の
時
代
を
支
え
て
い
く
さ
ま
ざ

ま
な
人
た
ち
に
も
活
か
せ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
特
に
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
う
し
た
多
様
な
人
材
を
活
か
す
た
め

の
支
援
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
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働
く
こ
と
の
本
質
と
は
何
か
？

 

松
爲  

こ
こ
で
「
ワ
ー
キ
ン
グ
心
理
学
」（
※

２
）
と
い
う
考
え
方
に
注
目
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
単
に
職
業
と
し
て
の
働
き

方
だ
け
で
な
く
、
家
庭
で
の
役
割
や
余
暇
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も
含
め
て
、
働
く

こ
と
を
よ
り
広
い
意
味
で
と
ら
え
る
考
え
方

で
す
。

 

八
重
田  

つ
ま
り
、
働
く
こ
と
は
金
銭
を
得

る
手
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
時
間

を
費
や
す
こ
と
自
体
に
も
意
味
が
あ
り
、
自

己
の
満
足
感
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。「
働
く
と
は
何
か
」
と
い
う
根
本
的

な
問
い
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。
私
自
身

も
「
せ
っ
か
く
働
く
な
ら
、
喜
ん
で
楽
し
く

働
き
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
就
労
支
援

に
お
い
て
も
、
対
象
者
の
人
生
の
充
実
感
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
支
援
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
意
義
は
い
っ
そ
う
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

 

松
爲  

そ
う
で
す
ね
。
仕
事
や
役
割
を
通
し

て
、
相
手
に
感
謝
さ
れ
る
な
ど
の
喜
び
を
得

ら
れ
る
こ
と
も
働
く
こ
と
の
醍
醐
味
と
も
い

え
ま
す
。
単
に
金
銭
を
得
る
た
め
に
仕
事
を

す
る
の
で
は
な
く
、
仕
事
を
通
し
て
相
手
に

貢
献
で
き
る
喜
び
や
自
己
充
実
感
を
得
ら
れ

る
よ
う
、「
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
（
※

３
）」
や
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
※
４
）」
に

つ
な
が
る
支
援
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
り
目

標
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

障
害
者
雇
用
に
お
け
る 

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
重
要
性

 

松
爲  

障
害
者
雇
用
に
関
し
て
、
も
う
一
つ

重
要
な
の
は
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
と

い
う
言
葉
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い

ま
す
か
？

 

八
重
田  

ア
メ
リ
カ
で
は
「
キ
ャ
リ
ア
」
と

い
う
言
葉
が
よ
り
広
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い

て
、
単
に
働
く
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
生

ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
「
人
生
航
路
」
と

い
う
形
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。
転
職
を
重
ね
な
が
ら
経
験
を
積
み
、
自

分
の
適
性
に
合
っ
た
分
野
を
模
索
し
て
い
く

考
え
方
が
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
視
点
で
、

職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

松
爲  
日
本
で
は
、
障
害
者
に
対
し
て「
キ
ャ

リ
ア
」
と
い
う
概
念
が
ま
だ
十
分
に
浸
透
し

て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ

で
は
１
９
８
０
〜
１
９
９
０
年
代
こ
ろ
か
ら

プロフィール

用語解説

※１　�職業リハビリテーション
障害者に対して職業指導、職業訓練、職業紹介そ
の他この法律に定める措置を講じ、その職業生活
における自立を図ること（「障害者の雇用の促進
等に関する法律」より）

※２　�ワーキング心理学
アメリカのD.L.ブルスティン博士が提唱。働く人
すべてに「尊厳ある仕事」が与えられるべきとい
う理想を支える理論

※３　�クオリティ・オブ・ライフ
Quality of Life。「QOL」とも略される。日本語で
は「生活の質」や「人生の質」などと訳され、生
活や人生に対する満足度をあらわす指標のこと

※４　�ウェルビーイング
Well-being。身体的、精神的、社会的に良好です
べてが満たされた状態のこと

前日本職業リハビリテーション学会会長。2022
年より「松為雇用支援塾」を主宰し、障害者雇
用をリードできる支援者の育成に力を尽くして
いる。

松爲 信雄
（まつい のぶお）

神奈川県立保健福祉大学・ 
東京通信大学名誉教授

八重田 淳
（やえだ じゅん）
筑波大学大学院教授

「リハビリテーション科学学位プログラムリー
ダー」として、専門性を備えた人材を養成する
と同時に、社会人の再教育の機会提供の研究に
も取り組む。
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用語解説

キ
ャ
リ
ア
論
が
専
門
の
ハ
ー
シ
ェ
ン
ソ
ン

（
※
５
）
な
ど
が
障
害
の
あ
る
人
た
ち
も
キ
ャ

リ
ア
の
概
念
が
成
り
立
つ
こ
と
を
も
た
ら
し
、

障
害
者
も
キ
ャ
リ
ア
を
持
ち
、
そ
の
成
長
を

支
援
す
る
考
え
方
が
根
づ
い
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
支
援
で
は
、
障
害
者
が
仕
事
を
得
る

こ
と
自
体
が
目
標
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
本

来
は
そ
の
人
の
人
生
全
体
を
見
す
え
、「
キ
ャ

リ
ア
」
を
形
成
し
て
い
く
視
点
が
重
要
で
す
。

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り

の
生
涯
に
わ
た
る
成
長
や
社
会
へ
の
貢
献
を

考
え
た
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

 

八
重
田  

ア
メ
リ
カ
は
ジ
ョ
ブ
型
の
雇
用
が

基
本
で
転
職
が
あ
た
り
前
の
社
会
な
の
で
、

こ
の
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
や
す
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
で
も
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
が
増
え
る
な
ど
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
ジ
ョ
ブ
型
の
雇
用
が
増
え
る
機
運
が
見

え
て
き
ま
し
た
ね
。
日
本
に
お
い
て
も
、
そ

の
視
点
を
も
っ
て
、
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
も
拡
が
っ
て
い
く
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。

職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を 

支
え
る
人
材
育
成
の
課
題

 

松
爲  

こ
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
は
、
障
害
者
雇
用
に
か
か
わ

る
支
援
者
が
、
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
役
割
を
適
切
に
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
支
援
者
の
人
材
育
成
に

お
い
て
、
支
援
者
の
技
術
や
方
法
論
は
も
ち

ろ
ん
重
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
支

援
の
根
底
に
あ
る
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
「
働
く
こ
と
の
本
質
」
や
「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
の
関
係
を
深
く
理
解
す
る

こ
と
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

 

八
重
田  

そ
う
で
す
ね
。
支
援
者
自
身
が
、

職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
単
に
仕
事

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は

な
く
、
対
象
と
な
る
人
の
人
生
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
そ
の
人
の
人
生
に
喜
び
を
も
た

ら
す
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
よ

ね
。

 

松
爲  

「
支
援
者
の
人
材
育
成
」
は
、
２
０

２
５
年
の
障
害
者
雇
用
の
大
き
な
テ
ー
マ
と

も
い
え
ま
す
ね
。
２
０
２
５
年
度
か
ら
、
初

め
て
就
労
支
援
に
た
ず
さ
わ
る
人
を
対
象
に

「
雇
用
と
福
祉
に
関
す
る
分
野
横
断
的
な
基

礎
的
知
識
と
ス
キ
ル
を
付
与
す
る
研
修
（
基

礎
的
研
修
）（
※
６
）」
が
始
ま
り
ま
す
。
ま

た「
就
労
選
択
支
援（
※
７
）」も
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
支
援
者
の
役
割

が
さ
ら
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
雇
用
と
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
横
断
的
に
選
べ
る
よ
う
に
な
る

と
、
障
害
者
が
自
分
に
合
っ
た
仕
事
と
生
活

を
柔
軟
に
選
択
し
、
社
会
に
参
加
す
る
た
め

の
道
が
い
っ
そ
う
広
が
り
そ
う
で
す
ね
。
私

個
人
も
、
支
援
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
、

支
援
に
お
け
る
価
値
観
を
理
解
し
、
実
践
で

担当者と生活支援担当者、就労移行支援事業所の
就労支援員、就労定着支援事業所の就労定着支援
員の四者は受講必須となる。JEEDでは2025年度
より開始予定

※７　�就労選択支援
障害者本人が就労先・働き方についてよりよい選
択ができるよう、就労アセスメントの手法を活用
して、本人の希望、就労能力や適性等に合った選
択を支援するもの

※５　�ハーシェンソン.D.B
アメリカのキャリア理論の研究者。1970年代に
「進路発達」と「職業的発達」は相互に関連する
ととらえ、その後の障害者とキャリア理論の関連
性の理解に役立つ「生態学的モデル」を作成した

※６　�基礎的研修
障害者の就労支援に携わる人材に対する雇用・福
祉の分野横断的な基礎的知識・スキルを付与する
研修。障害者就業・生活支援センターの就業支援
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用語解説

き
る
人
を
増
や
す
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

 

八
重
田  
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
つ
い
て
学
べ
る
場
が
増
え

る
と
同
時
に
、
学
校
教
育
に
も
、
学
び
の
場

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
ね
。

大
学
の
一
般
教
養
科
目
と
し
て
学
ん
だ
り
、

さ
ら
に
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
障
害
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
し
て
、
多
様
性
へ
の
理
解
を
深
め

る
教
育
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
機
会
が
増
え
る
こ
と
で

さ
ま
ざ
ま
な
個
性
や
特
性
を
持
っ
た
人
を
受

け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
土
壌
が
形

成
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
本
人
・
支
援
者
・
企
業
」 

三
位
一
体
の
支
援
が
求
め
ら
れ
る

 

松
爲  

こ
れ
か
ら
の
障
害
者
雇
用
や
職
業
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
私
は
「
三

位
一
体
の
支
援
（
24
ペ
ー
ジ
図
）」
が
欠
か
せ

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

八
重
田  

「
障
害
者
本
人
」、「
支
援
者
」
そ

し
て
「
企
業
」
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
支

援
を
行
う
と
い
う
考
え
方
で
す
ね
。

 
松
爲  

法
定
雇
用
率
の
段
階
的
な
引
上
げ

や
、
障
害
者
の
算
定
方
法
の
変
更
、
雇
用
の

質
の
向
上
の
た
め
の
事
業
主
の
責
務
の
明
確

化
な
ど
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
関
係
法
令
の

改
正
（
※
８
）
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
企
業

が
障
害
者
の
雇
用
を
よ
り
積
極
的
に
促
進
す

る
た
め
の
大
き
な
後
押
し
と
は
な
り
ま
す
が
、

制
度
的
な
変
化
だ
け
で
は
、
障
害
者
が
職
場

に
定
着
し
、
安
心
し
て
働
き
、
活
躍
す
る
た

め
の「
雇
用
の
質
」は
確
保
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。
障
害
者
雇
用
の
真
の
充
実
に
は
、
企
業

が
障
害
の
あ
る
人
を
含
む
多
様
な
人
材
を
取

り
込
ん
で
、
そ
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
達

成
を
目
ざ
す
価
値
観
の
も
と
に
主
体
的
に
責

任
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
支
援
者
は
企
業

と
本
人
の
双
方
を
支
え
る
か
け
橋
と
な
る
責

任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
本
人

も
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
い
こ
う
と
す

る
意
識
改
革
も
不
可
欠
で
す
。
企
業
・
支
援

者
・
障
害
者
本
人
の
三
者
が
働
き
続
け
る
た

め
に
役
割
を
互
い
に
補
い
合
い
な
が
ら
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
、障
害
者
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
や
長
期
的
な
職
場
定
着
を
支
え
る

鍵
だ
と
思
い
ま
す
。

 

八
重
田  

障
害
者
本
人
が
、
自
ら
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
考
え
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

ア
メ
リ
カ
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
支
援
者
の
役
割
は
「
本
人
の
自
立
と
自

律
を
高
め
る
こ
と
」
と
す
る
明
確
な
職
業
指

針
が
あ
り
、
障
害
者
本
人
が
、
自
ら
の
キ
ャ

リ
ア
を
主
体
的
に
築
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
が
支
援
者
の
役
割
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
手
助
け
を
す
る
こ
と
に
加
え

て
、「
障
害
者
が
自
分
で
キ
ャ
リ
ア
を
築
け

る
よ
う
支
援
す
る
」
視
点
が
求
め
ら
れ
ま
す

ね
。

 

松
爲  

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
支
援
者
は

あ
く
ま
で
「
サ
ポ
ー
ト
役
」
で
あ
り
、
最
終

※８　�障害者雇用促進法関係法令の改正
直近では令和４年度に改正され、令和５
年度以降順次施行されている。改正の概
要は厚生労働省のホームページをご参照
ください。� �
https://www.mhlw.go.jp/stf/� �
seisakunitsuite/bunya/� �
0000077386_00019.html� �

また、法定雇用率の引上げや除外率の変
更についてはこちらをご参照ください。� �
https://www.mhlw.go.jp/� �
content/001064502.pdf　
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的
に
自
分
の
道
を
切
り
開
く
の
は
本
人
自
身

で
す
。
支
援
の
本
質
は
、
本
人
が
そ
の
力
を

育
み
、
自
分
の
意
思
で
道
を
進
ん
で
い
け
る

よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
本

人
の
力
を
高
め
る
」
と
い
う
視
点
は
、
こ
れ

ま
で
の
日
本
の
支
援
で
は
不
足
し
て
い
た
部

分
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
さ
に
今
後
の
支

援
で
最
も
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
要
素
で
す
ね
。

ま
た
、
支
援
者
に
は
企
業
に
対
し
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
力
、
企
業
と
支
援
機
関

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い

く
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。「
雇
用
の
質
」
の

向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
企
業
に
責
任

を
求
め
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
本
人
、

支
援
者
、
企
業
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

そ
の
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
か
か
わ
る
責
任

を
持
ち
、
協
力
し
て
取
り
組
む
姿
勢
が
不
可

欠
だ
と
思
い
ま
す
。

 

八
重
田  

研
究
と
い
う
点
か
ら
い
う
と
、
私

の
指
導
す
る
大
学
院
に
も
、
働
く
障
害
の
あ

る
人
や
支
援
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど

質
的
な
研
究
を
行
う
学
生
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
質
的
研
究
は
量
的
研
究
と
比
べ
る
と
、

主
観
的
な
要
素
が
大
き
い
と
思
わ
れ
が
ち
な

の
で
す
が
、
や
は
り
一
人
ひ
と
り
の
生
の
声

を
拾
う
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究

で
、
質
的
研
究
は
ま
だ
少
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
が
主
体
と
な
る

視
点
を
も
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
蓄
積
す
る
こ

と
で
質
的
研
究
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
技
術
が
開
く 

未
来
の
障
害
者
支
援
の
可
能
性

 

松
爲  

最
近
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
や
Ａ
Ｉ
の
進
化

が
目
覚
ま
し
く
、
働
き
方
や
支
援
の
形
態
も

変
化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
導
入
が
進
ん
だ

こ
と
は
、
精
神
障
害
や
身
体
障
害
等
が
あ
り

オ
フ
ィ
ス
で
の
勤
務
が
む
ず
か
し
い
人
に

と
っ
て
は
、働
き
や
す
さ
の
向
上
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
も
、リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
と
い
う
新
し
い
働
き
方
を
導
入
す

る
こ
と
は
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
同
時
に
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
適

し
た
仕
事
の
つ
く
り
方
を
見
直
す
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
よ
ね
。

 

八
重
田  

ア
メ
リ
カ
で
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用

役割

満足

充足

機能の発達
　技能の発達
　技能の活用

資源の開発
　資源の調整
　資源の修正

介入と支援

対処行動

・自己実現　・安全
・自尊　　　・生理的
・連帯
個人の（欲求）ニーズ

　　・職場
　　・地域
　　・家庭など
環境（集団）ニーズ

キャリア支援に基づく
職業リハビリテーション学

理念・理論・知識・技術

キャリア発達
適応  適応向上・定着  QOL Well Being

� 出典：松爲信雄編集委員が作成

三位一体の支援図

雇
用
の
質

支
援
の
質

キ
ャ
リ
ア

意
識セルフマネジメント

コンサルテーション・コーディネーション

ライフキャリア支援

ワ
ー
ク
キ
ャ
リ
ア
支
援

ワ
ー
ク
キ
ャ
リ
ア
支
援

企業
関係者

支援機関
家族

本人
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は
、
さ
ら
に
進
ん
で
い
て
、
移
動
が
困
難
な

障
害
者
に
対
し
て
、
テ
レ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
遠
隔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を

実
施
し
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
リ
モ
ー

ト
で
の
支
援
が
可
能
に
な
れ
ば
、
都
市
部
か

ら
離
れ
た
地
域
に
住
む
障
害
者
も
支
援
が
受

け
や
す
く
な
る
な
ど
、
支
援
の
幅
が
広
が
る

と
思
い
ま
す
。

 

松
爲  

リ
モ
ー
ト
支
援
に
は
、
移
動
の
負
担

が
減
る
と
い
う
点
で
も
非
常
に
大
き
な
可
能

性
が
あ
り
ま
す
ね
。
一
方
で
、
対
面
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
リ
モ
ー
ト
に
は

な
い
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
相

手
の
表
情
や
仕
草
か
ら
感
情
や
心
理
状
態
を

察
す
る
に
は
、
対
面
の
方
が
適
し
て
い
ま
す

の
で
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

や
は
り
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

 

八
重
田  

リ
モ
ー
ト
と
対
面
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
組
み
合
わ
せ
て
、
両
者
の
利
点
を
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
力
を
活
か
す
た
め
に
は
、
支
援
者

自
身
が
そ
の
技
術
を
理
解
し
、
活
用
す
る
ス

キ
ル
も
必
要
で
す
。
職
場
で
も
活
用
し
て
い

く
た
め
に
、
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

情
報
工
学
を
合
わ
せ
た
新
た
な
分
野
も
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

う
い
っ
た
時
代
の
流
れ
に
応
じ
た
変
化
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

 

松
爲  

Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
も
登
場
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
最
新

の
技
術
を
用
い
た
支
援
に
は
非
常
に
期
待
が

持
て
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
支
援
者

の
存
在
が
不
要
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

 

八
重
田  

そ
う
で
す
ね
。
Ａ
Ｉ
に
は
、
人
間

の
よ
う
に
、
相
手
の
感
情
や
表
情
の
微
妙
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
読
み
取
る
こ
と
が
ま
だ
む
ず

か
し
い
の
で
、
相
談
者
に
も
「
人
に
相
談
し

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
は
残
る
で
し
ょ
う
。

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
ア
バ
タ
ー
が
支
援
者
の
業

務
の
一
部
を
に
な
う
と
し
て
も
、
人
間
が
行

う
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い
領
域
は

必
ず
残
り
ま
す
。
や
は
り
最
終
的
に
は
、「
人

に
よ
る
支
援
」
は
重
要
で
す
ね
。

 

松
爲  

今
後
も
、
対
話
や
相
談
と
い
っ
た「
人

と
人
」
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
支
援

の
根
幹
で
あ
る
と
い
う
点
は
変
わ
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
支
え
る
支
援

者
が
、
日
本
で
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
人
材
を

ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
い
く
か
、
そ
し
て
支

援
の
質
を
確
保
し
て
い
く
か
が
今
後
の
障
害

者
雇
用
の
鍵
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

 

八
重
田  

職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
た

ず
さ
わ
る
支
援
者
の
立
場
が
し
っ
か
り
と
確

立
さ
れ
、
企
業
内
で
そ
の
専
門
性
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い
で
す
ね
。

 

松
爲  

支
援
者
の
立
場
が
し
っ
か
り
と
確
立

さ
れ
、
障
害
者
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
が

整
え
ば
、
ひ
い
て
は
、
多
様
な
人
々
が
自
分

の
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
を

築
く
た
め
の
基
盤
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
日

本
全
体
を
見
て
も
、
働
き
手
が
不
足
し
て
い

く
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の

企
業
の
成
長
に
は
、
こ
う
し
た
取
組
み
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
企
業
文
化
と
し
て
根
づ

か
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

 

八
重
田  

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今後の障害者の職場環境や支援の場において
ITの活用やAIの可能性などについて意見を交わす
松爲委員（左）と八重田委員（右）
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職
場
定
着
を
目
ざ
し
て

　

新
し
い
職
場
に
慣
れ
る
ま
で
は
だ
れ
で
も

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
障
害

の
あ
る
人
は
、自
身
の
障
害
特
性
に
よ
り「
す

ぐ
疲
れ
て
し
ま
う
」、「
仕
事
を
覚
え
る
の
に

時
間
が
か
か
る
」
と
い
っ
た
課
題
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
働
き
づ
ら
さ
が

あ
る
も
の
の
「
配
慮
し
て
ほ
し
い
」
と
周
り

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
短
期
間
で
離
職

し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
企
業
側
か
ら
も
「
業
務
で
生
じ
た

課
題
や
本
人
の
要
望
が
、
障
害
特
性
か
ら
来

る
も
の
な
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
の
判

断
が
む
ず
か
し
く
、
指
導
方
法
に
悩
む
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
職
場
定
着
に
向
け
て
、
各
支
援

機
関
と
連
携
し
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
と
は

　

企
業
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
職
場
に
適
応

し
や
す
く
す
る
た
め
、
職
場
に
職
場
適
応
援

助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
の
派
遣
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
※
１
）。

　

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
に
よ
る
支
援
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ

Ｄ
の
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し

て
い
る
「
配
置
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
」
の
ほ
か
、

支
援
機
関
等
に
所
属
し
て
い
る
「
訪
問
型

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
」
も
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
社
の
従
業
員
が
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
養

成
研
修
を
受
け
て
、「
企
業
在
籍
型
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
」（
※
２
）
と
し
て
社
内
の
障
害
の
あ

る
従
業
員
の
支
援
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

マ
ン
ガ
に
登
場
す
る
の
は
、
地
域
障
害
者

職
業
セ
ン
タ
ー
の
配
置
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
に
よ

る
支
援
を
利
用
し
た
事
例
で
す
。
地
域
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
の
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
障
害
者
、
企

業
と
の
相
談
を
通
じ
て
職
場
の
状
況
な
ど
を

十
分
把
握
し
、
双
方
の
同
意
を
得
た
う
え
で
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
計
画
を
策
定
し
、

配
置
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
は
、
そ
の
支
援
計
画

に
基
づ
き
、企
業
に
出
向
い
て
支
援
し
ま
し
た
。

　

支
援
内
容
と
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
に
対

し
て
は
、
職
務
遂
行
に
関
す
る
支
援
や
職
場

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
支
援

を
行
い
、
企
業
に
対
し
て
は
、
障
害
を
適
切

に
理
解
し
配
慮
す
る
た
め
の
助
言
、
職
務
内

容
や
指
導
方
法
を
改
善
す
る
た
め
の
助
言
・

提
案
を
行
い
ま
す
。

　

支
援
期
間
は
、
標
準
的
に
は
２
～
４
カ
月

間
で
す
。
支
援
は
永
続
的
に
実
施
す
る
も
の

で
は
な
く
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
に
よ
る
支
援
を

通
じ
て
適
切
な
支
援
方
法
を
職
場
の
上
司
や

同
僚
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
所
に
よ

る
支
援
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ポ
ー
ト
）
に
移
行

し
、
障
害
の
あ
る
人
の
職
場
定
着
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る

　

支
援
機
関
の
一
つ
で
あ
る
「
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
障
害
者
の
職
業
生

活
に
お
け
る
自
立
を
図
る
た
め
、
就
業
面
と
生

活
面
の
一
体
的
な
支
援
を
行
う
機
関
で
す
。
企

業
に
対
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
障

害
特
性
を
ふ
ま
え
た
相
談
支
援
も
行
っ
て
お
り
、

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
４
月
１
日
時
点
で
全

国
に
３
３
７
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
（
※
３
）。

　

マ
ン
ガ
で
は
、
一
例
と
し
て
職
場
で
の
サ

ポ
ー
ト
は
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー（
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
に
よ
る
支
援
）
が
行
い
、
医
療
面

で
の
相
談
も
含
め
た
日
常
生
活
等
に
関
す
る

サ
ポ
ー
ト
は
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
が
行
う
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

職
場
定
着
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
社
内
の

担
当
者
の
努
力
に
委
ね
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
機
関
と
連
携
し
、

従
業
員
の
理
解
促
進
も
行
い
な
が
ら
企
業
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
「
働
く
そ
の
人
自

身
を
し
っ
か
り
と
見
る
」
と
い
う
こ
と
、
こ

れ
こ
そ
が
と
も
に
長
く
働
く
た
め
に
と
て
も

重
要
で
す
。

※１　�職場適応援助者の詳細はこちらをご覧ください。�
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/�
koyou_roudou/koyou/shougaishakoyou/06a.html

※３　�障害者就業・生活支援センターの一覧は�
こちらをご覧ください。�
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_18012.html

※２　�今号の職場ルポ（６〜11ページ）に企業在籍型ジョブコーチの事例が掲載されています

クローズクローズ
アップアップ

　名刺や冊子などのデザインを手がける「有
限会社まるみ」の取締役社長。精神保健福祉士。
　障害のある社員の雇用をきっかけに「中小
企業の障害者雇用推進」に関する活動を精力
的に行っている。

監修：三
み

鴨
かも

岐
みち

子
こ

（『働く広場』編集委員）

　前回までは、障害者雇用の検討から採用活動までを紹介してきましたが、障害者
雇用は入社してからが本番です。障害特性のみならず、個々の状況を把握して職場
環境を整えたり、支援機関と連携して支援を行ったりするなど、ともに長く働いて
いくための体制をつくっていきましょう。

わが社のわが社の
障害者雇用物語障害者雇用物語

マンガで

 わかる!

職場定着に向けて職場定着に向けて第５回第５回
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★この物語はフィクションです。

わが社の障害者雇用物語わが社の障害者雇用物語　第５回　第５回「職場定着に向けて」「職場定着に向けて」マンガで

 わかる!
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リ
テ
ィ
強
化
の
関
係
か
ら
休
憩
室
や
会
議
室
な
ど
執
務

場
所
以
外
で
相
談
支
援
を
実
施
す
る
な
ど
、
支
援
方
法

も
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応

し
て
「
可
視
化
で
き
る
」、「
コ
ン
パ
ク
ト
な
相
談
に
対

応
で
き
る
」
教
材
や
ツ
ー
ル
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

●
相
談
支
援
ツ
ー
ル
集
の
構
成
・
内
容

　

地
域
セ
ン
タ
ー
に
個
別
の
相
談
支
援
な
ど
に
お
い
て

活
用
し
た
い
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
た

ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
生
活
習
慣
に
関
す
る
も
の
（
生
活

習
慣
や
習
慣
化
の
コ
ツ
）」、「
ス
ト
レ
ス
対
処
に
関
す

る
も
の
（
怒
り
の
対
処
策
、
ス
ト
レ
ス
対
処
）」
な
ど

へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
表
１
の
よ

う
な
相
談
支
援
ツ
ー
ル
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

相
談
支
援
ツ
ー
ル
集
は
、
お
も
に
知
識
付
与
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
資
料
」
と
、
状
況
や
考
え
方
な

ど
を
可
視
化
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
チ
ェ
ッ
ク
表
な

ど
の
「
シ
ー
ト
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）の
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー

職
業
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
職
業
セ
ン
タ
ー
」）
で
は
、

気
分
障
害
な
ど
の
精
神
疾
患
の
あ
る
休
職
者
を
対
象
と

し
た
ジ
ョ
ブ
デ
ザ
イ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以

下
「
Ｊ
Ｄ
Ｓ
Ｐ
」）、
発
達
障
害
者
を
対
象
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
高
次
脳
機
能

障
害
者
を
対
象
と
し
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

就
職
や
復
職
に
向
け
て
必
要
と
な
る
各
種
ス
キ
ル
の
付

与
な
ど
の
支
援
を
通
じ
て
、
効
果
的
な
支
援
技
法
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ｄ
Ｓ
Ｐ
を
通
じ

て
開
発
し
て
き
た
、
生

活
習
慣
や
ス
ト
レ
ス
対

処
な
ど
の
職
場
適
応
を

促
進
す
る
た
め
の
支
援

技
法
を
も
と
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
疾
患
、
障
害
の

あ
る
方
に
対
す
る
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
支
援
等
、
個

別
の
相
談
場
面
で
活
用

し
や
す
い
よ
う
に
改
良
を
加
え
た
ツ
ー
ル
を
と
り
ま
と

め
た
冊
子
、
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
№
26
「
職
場
適
応
を
促

進
す
る
た
め
の
相
談
技
法
の
開
発
」、
別
冊
「
相
談
支

援
ツ
ー
ル
集
」（
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
３
月
発
行
）

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
相
談
支
援
ツ
ー
ル
集
の
作
成
に
つ
い
て
】

●
相
談
支
援
ツ
ー
ル
集
作
成
の
背
景

　
「
相
談
支
援
ツ
ー
ル
集
」
作
成
の
背
景
と
し
て
、
地

域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
地
域
セ
ン
タ
ー
」）

の
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
の
対
象
者
や
支
援
内
容
の
変
化

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
に
お
い
て
は
精
神

障
害
者
、
発
達
障
害
者
、
高
次
脳
機
能
障
害
者
へ
の
支

援
が
７
割
程
度
を
占
め
、
支
援
内
容
も
作
業
支
援
（
ミ

ス
の
軽
減
、
手
順
の
安
定
、
能
率
の
向
上
な
ど
）
だ
け

で
な
く
、
ス
ト
レ
ス
対
処
、
体
調
・
疲
労
の
管
理
、
職

場
の
人
間
関
係
な
ど
の
職
場
適
応
を
図
る
た
め
の
支
援

へ
と
支
援
内
容
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
を
契
機
に
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
非

対
面
で
の
相
談
支
援
や
、
職
場
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ

★�支援マニュアル№26「職場適応を促進するための相談技法の開発」の詳細は�
以下をご覧ください。

　�https://www.nivr.jeed.go.jp/center/report/support26.html

支援マニュアルNo.26支援マニュアルNo.26別冊

相談支援ツール集「資料」の例（食事）

職
場
適
応
を
促
進
す
る
た
め
の

相
談
技
法
の
開
発

～
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
に
お
け
る
活
用
に
向
け
て
～

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
職
業
セ
ン
タ
ー
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あ
わ
せ
て
、支
援
者
は
Ａ
さ
ん
と
一
緒
に【
資
料
】「
習

慣
化
を
め
ざ
そ
う
」
を
読
み
進
め
る
な
か
で
、「
習
慣

化
す
る
ま
で
に
は
約
２
カ
月
位
か
か
る
み
た
い
で
す
よ
」

と
話
す
と
と
も
に
、習
慣
化
を
め
ざ
し
て【
シ
ー
ト
】「
行

動
ノ
ー
ト
」
が
活
用
で
き
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
提
案
を
受
け
て
、
Ａ
さ
ん
は
「
行
動
ノ
ー
ト
」
を

活
用
し
て
、
行
動
目
標
で
あ
る
「
毎
日
、
朝
食
を
食
べ

る
」
こ
と
の
習
慣
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●
支
援
結
果

　
「
行
動
ノ
ー
ト
」
に
は
、
日
々
の
目
標
達
成
時
に
「
〇
」

を
つ
け
ま
す
が
、
導
入
初
日
か
ら
朝
食
を
食
べ
始
め
、

３
カ
月
間
「
〇
」
が
続
き
、
朝
食
の
習
慣
化
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
夏
は
欠
勤
が
10
回
だ
っ
た

の
が
、
今
夏
は
１
回
と
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。

【
相
談
支
援
ツ
ー
ル
の
活
用
事
例
】

　

相
談
支
援
ツ
ー
ル
を
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
に
お
い
て

活
用
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
課
題

　

夏
場
の
体
調
不
良
に
よ
る
早
退
・
欠
勤
を
減
ら
す（
朝

食
を
食
べ
る
習
慣
が
な
か
っ
た
）

●
支
援
内
容

　

夏
を
迎
え
る
前
、支
援
者
か
ら
利
用
者
Ａ
さ
ん
に「
昨

年
の
よ
う
に
夏
場
に
早
退
や
欠
勤
が
増
え
る
の
は
嫌
で

す
よ
ね
」と
話
を
し
た
際
、「
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
朝

食
を
食
べ
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

の
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。
支
援
者
は
こ
の
機
会
を
と
ら

え
て
短
い
相
談
時
間
の
な
か
で
、
相
談
支
援
ツ
ー
ル
の

【
資
料
】「
食
事
」
を
用
い
た
ミ
ニ
講
座
を
実
施
し
、
Ａ

さ
ん
は
食
事
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

【
相
談
支
援
ツ
ー
ル
活
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
】

　

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
こ
の
よ
う
に
、相
談
支
援
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
６
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の

事
例
も
相
談
支
援
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
支
援
者
が
、
効

果
的
な
相
談
や
支
援
が
で
き
る
よ
う
「
工
夫
」
や
「
気

を
つ
け
て
い
る
点
」
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
「
相
談
支
援
の
技
（
ポ
イ
ン
ト
・
留
意
点
）」

と
し
て
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

紹
介
し
て
い
る
「
技
」
の
例

・�

ツ
ー
ル
活
用
の
効
果
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
引
き
出
し
方

・�

会
社
に
お
け
る
ツ
ー
ル
の
利
用
方
法

・�

ツ
ー
ル
利
用
に
よ
る
相
談
内
容
の
「
見
え
る
化
」
な

ど
の
効
果

・�

安
心
で
き
る
相
談
を
進
め
る
う
え
で
の
ツ
ー
ル
の
活
用

・�

相
談
に
お
け
る
、
受
容
、
傾
聴
、
共
感
を
助
け
る
ツ
ー

ル
と
し
て
の
活
用

　

職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
技
法
を
開
発
・
改
良
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通

じ
て
支
援
者
の
方
や
事
業
所
の
方
へ
の
普
及
や
共
有
に

努
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

表1　相談支援ツール集の構成

目的 内容 ツール

生
活
習
慣

導入
「生活習慣」と
の関連を考え
る・振り返る

資料 考えてみませんか？　「生活習慣」

シート 生活習慣　自己チェック表

知識
付与

「睡眠」 資料 「睡眠」
「食事」 資料 「食事」
「運動」 資料 「運動」

目標
設定 「習慣化」についての資料、シートを活用

ス
ト
レ
ス
対
処

導入
・
知識
付与

「状況」を整理
する
（「体験整理シー
ト」の紹介）

資料
ストレスに感じた出来事を整理する・対処
方法検討に役立つ「体験整理シート」を書
いてみよう①

資料 「体験整理シート」を書いてみよう②� �
ストレス対処を考えよう

資料 「体験整理シート」を書いてみよう③� �
「対処方法」を検討しよう（効果の検証）

シート 体験整理シート（2023版）

対処
方法
の
検討

「思考（頭に浮
かんだ考え）」
にアプローチす
る

資料 コラムシートを書いてみよう
シート コラムシート

資料 セルフトークを考えてみよう

「気分」に
アプローチする

資料 「怒りのしくみ」を知ろう
シート 怒りへの対処方法リスト
資料 アンガーログを書いてみよう
シート アンガーログ（2023版）

「身体」に
アプローチする

シート リラクゼーション　対処方法リスト

シート
対処方法　リラクゼーション
（呼吸法、漸進的筋弛緩法、ウォーキング、
ストレッチ）

「行動」に
アプローチする

資料 問題状況分析シートを書いてみよう

シート 問題状況分析シート（職場での解決策検討
用、主治医との相談・通院用）

シート ちょっぴり楽になる考え方・行動を考える
シート

資料 コミュニケーションスキル
～アサーション～

シート DESC法　ワークシート

その他
シート ストレス対処整理シート
シート 生活記録表（２週間、月間版）
シート 業務日報（体調・作業状況週報版、週報版）

習
慣
化

目標
設定

「習慣化」につ
いて学ぶ・取り
組む

資料 「習慣化をめざそう」
シート 「行動目標を考えよう」
シート 「行動ノート」

★障害者職業総合センター　職業センター　� �
　TEL:043-297-9043
　https://www.nivr.jeed.go.jp/center/center.html

【シート】「行動ノート」の活用例
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令
和
６
年
度
「
現
代
の
名
工
」
決
定

厚生
労働省

　

厚
生
労
働
省
は
、
令
和
６
年
度
の
「
卓
越
し
た
技
能

者
（
通
称
：
現
代
の
名
工
）」
に
つ
い
て
表
彰
対
象
者

１
３
８
人
を
決
定
し
た
。
こ
の
う
ち
「
障
害
が
あ
る
技

能
者
の
部
門
」
で
は
、
印
判
師
の
山や

ま

下し
た

弥や

壽す

男お

さ
ん

（
62
歳
、
京
都
府
）
と
プ
リ
ン
ト
基
板
組
立
工
の
植う

え

松ま
つ

譲ゆ
ず
る

さ
ん
（
58
歳
、
静
岡
県
）
の
２
人
が
選
ば
れ
た
。

　

聴
覚
障
害
の
あ
る
山
下
さ
ん
は
、
家
業
で
あ
る
印
章

業
へ
就
職
と
同
時
に
弟
子
入
り
し
、
師
匠
の
技
術
を
見

よ
う
見
ま
ね
で
習
得
。
印
章
彫
刻
、
篆て

ん

刻こ
く

に
お
い
て
「
字

法
、
章
法
、
刀
法
」
を
極
め
た
。
印
面
の
粗
密
を
考
え

整
っ
た
美
し
さ
だ
け
で
な
く
力
強
い
印
章
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
る
。
第
16
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
労
働
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
ほ
か
、
技
能
士
会
長
を
務
め
、
後
進
の
指

導
な
ど
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

植
松
さ
ん
は
、
聴
覚
障
害
が
あ
る
こ
と
で
作
業
指
示

の
伝
達
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
が
、
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
の
あ
る
上
司
の
も
と
で
指
導
を
受
け
改
善
。
プ

リ
ン
ト
基
板
の
試
作
や
改
造
に
お
い
て
極
小
部
品
が
密

集
す
る
な
か
で
も
手
作
業
で
不
良
な
く
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
卓
越
し
た
技
能
を
有
し
、
第
30
回
全
国
障

害
者
技
能
競
技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
で
金
賞
を

受
賞
。
社
内
の
技
能
検
定
の
講
師
な
ど
も
務
め
て
い
る
。

「
生
涯
学
習
支
援
活
動
」
を
表
彰

文部
科学省

　

文
部
科
学
省
は
、
令
和
６
年
度
「
障
害
者
の
生
涯
学

習
支
援
活
動
」
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
対
象
者
・
団
体

を
発
表
し
た
。
本
表
彰
は
、
障
害
者
が
生
涯
を
通
じ
て

教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に

親
し
み
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
多
様

な
学
習
を
支
援
・
実
践
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
ほ
か
の

模
範
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
対
し
功
労
・
功
績
を
た
た

え
る
も
の
。

　

こ
の
う
ち
功
労
者
表
彰
は
、
10
年
以
上
に
わ
た
る
活

動
の
普
及
・
発
展
に
尽
力
し
、
顕
著
な
成
果
を
上
げ
た

国
の
動
き

式
会
社
フ
ク
フ
ク
プ
ラ
ス
（
東
京
都
）、
一
般
社
団
法

人F

フ

ク

U
K

U

・W

ワ

ラ

イ

A
RA

I

（
東
京
都
）
が
共
創
す
る
「
障

害
者
ア
ー
ト
の
ア
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
『
脳
が
脱
皮
す
る
美

術
館
』」
が
、
２
０
２
４
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
主

催
：
公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
）
を
受
賞

し
た
。

　

障
害
者
ア
ー
ト
を
美
術
的
な
評
価
に
加
え
、
新
た
な

視
点
か
ら
ア
ー
ト
の
価
値
を
創
出
し
、
障
害
者
の
社
会

参
加
、
収
入
支
援
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
。

障
害
者
ア
ー
ト
を
活
用
し
た
企
業
や
教
育
機
関
へ
の
人

財
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
対
話
型
ア
ー
ト
鑑
賞
」
は
５
０

０
０
人
以
上
が
体
験
し
、「
ア
ー
ト
レ
ン
タ
ル
」
で
も

実
証
実
験
を
行
い
、
障
害
者
ア
ー
ト
が
社
内
環
境
向
上

に
効
果
的
な
こ
と
を
証
明
し
た
と
さ
れ
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
社
会
貢
献
だ
け
で
な
く
、

本
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
企
業
ニ
ー
ズ
（
人
財
育
成
、

オ
フ
ィ
ス
環
境
良
化
）
を
ふ
ま
え
て
設
計
、
②
障
害
者

が
運
営
ス
タ
ッ
フ
（
ア
ー
ト
の
設
置
交
換
）
と
し
て
た

ず
さ
わ
る
な
ど
、
収
入
支
援
と
就
労
機
会
の
創
出
へ
の

組
込
み
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

審
査
員
の
評
価
と
し
て
「
障
害
者
ア
ー
ト
に
関
連
し

た
活
動
は
全
国
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
見
ら
れ
る
が
、ア
ー

ト
レ
ン
タ
ル
や
対
話
型
鑑
賞
を
中
心
と
し
た
従
来
と
は

少
し
異
な
る
側
面
か
ら
の
ア
ー
ト
の
広
が
り
を
感
じ
さ

せ
る
活
動
が
評
価
さ
れ
た
。
作
品
に
触
れ
る
こ
と
を
通

し
て
障
害
者
と
の
直
接
の
交
流
や
対
話
が
生
ま
れ
、
障

害
へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
は
非
常
に
重
要
」
な
ど
と

し
て
い
る
。

https://w
w

w
.g-m

ark.org/gallery/w
inners/ 

22125

　　

公
益
社
団
法
人
日
本
発
達
障
害
連
盟
（
東
京
都
）
は
、

『
発
達
障
害
白
書
２
０
２
５
年
版
』（
明
石
書
店
刊
）
を

出
版
し
た
。
同
連
盟
の
構
成
団
体
は
、
一
般
社
団
法
人

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
（
東
京
都
）、
公
益

本
紹
介

『
発
達
障
害
白
書 

２
０
２
５
年
版
』

個
人
ま
た
は
団
体
が
対
象
。
ま
た
奨
励
活
動
表
彰
は
、

独
創
的
な
実
践
に
よ
り
顕
著
な
成
果
を
上
げ
、
継
続
し

て
３
年
以
上
実
施
さ
れ
、
今
後
も
発
展
が
期
待
さ
れ
る

活
動
を
対
象
と
し
て
い
る
。
今
回
は
功
労
者
表
彰
が
40

件
（
個
人
６
件
、
団
体
34
件
）、
奨
励
活
動
表
彰
は
８
件
。

文
部
科
学
省
で
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
表
彰
式
と
事

例
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
被
表
彰
者
に
つ
い
て
は
文

部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
。

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/ikusei/

gakusyushien/m
ext_00098.htm

l

鉄
道
・
バ
ス
連
携
の
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム

茨城

　

つ
く
ば
市
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
つ
く
ば
駅
と

つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
間
の
視
覚
障
害
者

の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道

株
式
会
社
（
東
京
都
）
と
共
同
で
視
覚
障
害
者
向
け
の

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
「s

シ

カ

イ

hikA
I

」
を
導
入
し

た
と
発
表
し
た
。
鉄
道
の
駅
構
内
と
自
治
体
が
管
理
す

る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
道
順
を
公
共
交
通
機
関
が
相
互

に
連
携
し
案
内
す
る
。
こ
の
取
組
み
は
全
国
初
。

　

同
市
が
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
国
立
大
学
法
人
筑

波
技
術
大
学
（
茨
城
県
）
の
協
力
の
も
と
２
０
２
３
（
令

和
５
）
年
か
ら
実
証
実
験
を
行
い
、
安
全
性
や
利
便
性

な
ど
の
検
証
が
で
き
た
と
い
う
。shikA

I

は
、
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
上
に
表
示
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー
ド
を
、
専
用

ア
プ
リ
で
起
動
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
読

み
取
る
こ
と
で
、
現
在
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
正
確
な

移
動
ル
ー
ト
を
音
声
で
誘
導
案
内
を
す
る
シ
ス
テ
ム
。

開
発
は
リ
ン
ク
ス
株
式
会
社
（
東
京
都
）。
ア
プ
リ
は

現
在iPhone

の
み
の
対
応
で
、
利
用
は
無
料
（
通
信

料
は
利
用
者
負
担
）。

　

「
脳
が
脱
皮
す
る
美
術
館
」

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

全国

　

一
般
社
団
法
人
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
（
東
京
都
）
と
株

地
方
の
動
き

働
く
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財
団
法
人
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会（
東
京
都
）、全
日
本
特
別
支
援
教
育
研
究
連
盟（
東

京
都
）、
一
般
社
団
法
人
日
本
発
達
障
害
学
会
（
東
京
都
）
の
４
団
体
。

　

本
書
で
は
、「
特
集
１
」
で
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
１
月
１
日
に
起
き
た
能
登
半

島
地
震
に
お
け
る
障
害
児
者
の
状
況
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、「
特
集
２
」
で
は
２
０
２
３

年
４
月
に
発
足
し
た
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
に
お
け
る
こ
の
１
年
の
障
害
児
支
援
施
策
の
評

価
と
今
後
の
課
題
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
２
０
２
３
年
度
の
動
向
に
つ
い
て
、
発
達

障
害
の
理
解
、
医
療
、
子
ど
も
・
家
族
支
援
、
教
育
、
社
会
参
加
、
住
ま
い
、
地
域
で
の

暮
ら
し
、
労
働
、
権
利
擁
護
・
本
人
活
動
、
文
化
・
社
会
活
動
、
国
際
動
向
の
分
野
ご
と

に
「
時
の
話
題
」
も
交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
労
働
に
つ
い
て
は
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
働
き
方
を
切
り
口
に
雇
用
の
質
の

向
上
を
展
望
す
る
」、「
国
連
権
利
条
約
が
求
め
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
働
き
方
と
特
例
子

会
社
」、「
農
福
連
携
に
お
い
て
農
作
業
が
も
た
ら
す
効
果
」、「
障
害
者
雇
用
代
行
ビ
ジ
ネ

ス
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
」
と
い
っ
た
項
目
の
ほ
か
、
時
の
話
題
と
し
て
「
働
く
発
達
障

害
者
の
『
生
の
声
』」
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。
Ｂ
５
判
、
２
１
６
ペ
ー
ジ
、
３
３
０
０

円
（
税
込
）。

東京都、京都府、香川県、佐賀県
＊�開催地によっては、開催日や� �
種目ごとに会場が異なります
＊　　は開催終了

１月〜２月

2024年度地方アビリンピック開催予定

地方アビリンピック 検索

※�全国アビリンピックが11月22日（金）〜11月24日（日）に、愛知
県で開催されました。開催の模様は「働く広場」2025年3月号で特
集します。

※日程や会場については、変更となる場合があります。

アビリンピック
マスコットキャラクター

佐賀

京都

香川

東京

デジタルブックデジタルブックでいつでもお読みいただけます！でいつでもお読みいただけます！

障害者雇用の月刊誌障害者雇用の月刊誌「働く広場」「働く広場」がが
お知らせ

読みたいページに
すぐ飛べる！

自由に拡大
できて便利!

※2020年4月号〜最新号まで掲載していますＪＥＥＤ　働く広場 検索

　本誌はJEEDホームページで、

デジタルブックとしても公開しており、
いつでも無料でお読みいただけます。

　また、最新号は毎月５日ごろにJEEDのホーム

ページに掲載されます。掲載をお知らせする

メール配信サービスもございますので
あわせてご利用ください。

働く広場  2025.131
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・本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解で
あることをお断りします。また、本誌では「障害」という表記を基本としてい
ますが、執筆者・取材先の方針などから、ほかの表記とすることがあります。

株式会社FVP 代表取締役

トヨタループス株式会社 管理部次長

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長

弘前大学教職大学院 教授 

武庫川女子大学 准教授

サントリービバレッジソリューション株式会社 人事本部 副部長

神奈川県立保健福祉大学 名誉教授

有限会社まるみ 取締役社長

筑波大学大学院 教授

国際医療福祉大学 准教授
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あなたの原稿をお待ちしています
■ �声—障害者雇用にかかわるお考えやご意見、行事やできごと
などを500字以内で編集部（企画部情報公開広報課）まで。

　　●発　行ーー独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)
	 発行人ーー企画部長　鈴井秀彦
	 編集人ーー企画部次長　綱川香代子
〒261−8558  千葉県千葉市美浜区若葉３−１−２　
	 電話  043−213−6200（企画部情報公開広報課）
ホームページ	 https://www.jeed.go.jp　メールアドレス hiroba@jeed.go.jp
●発売所ーー株式会社広済堂ネクスト
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読者アンケートに
　   ご協力をお願いします！

メールマガジン好評配信中！ 
詳しくは JEED メールマガジン 回答はこちらから→検索

検索富士山マガジンサービス

2024年12月31日をもって、本誌の有料販売（富
士山マガジンサービス、株式会社広済堂ネクス
トより販売分）を終了いたします。
定期購読されている方につきましては別途お知
らせいたします。
突然のお知らせとなり誠に申し訳ございません。
これまでご購入いただきありがとうございました。
※JEEDよりお送りしているみなさまには、今後
も引き続きお送りいたします。

また、本誌はホームページへ掲載
しているデジタルブックからもご
覧いただけますので、今後とも引
き続きご愛読のほどよろしくお願
いいたします。

有 料 販 売 終 了 の お 知 ら せ

掲示板

〈お問合せ先〉研究企画部企画調整室　TEL：043-297-9067　E-mail：vrsr@jeed.go.jp

https://www.nivr.jeed.go.jp/vr/vrhappyou-index.html

第32回職業リハビリテーション研究・実践発表会
動画等掲載のお知らせ

NIVR 検索

　JEEDは、2024（令和６）年11月13日（水）および14
日（木）の２日間、東京ビッグサイトにおいて、「第32回職
業リハビリテーション研究・実践発表会」を開催しました。
　当日は、病院での障害者雇用体制の構築をテーマとした
特別講演や、職場でのコミュニケーションの課題等をテー
マとしたパネルディスカッション等を行い、約960名の方
にご来場いただきました。
　このたび、その内容をより多くの方に発信するため、障
害者職業総合センター（NIVR）ホームページに動画や発表
資料等を掲載しました。ぜひご覧ください。
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北海道支部高齢・障害者業務課
青森支部高齢・障害者業務課
岩手支部高齢・障害者業務課
宮城支部高齢・障害者業務課
秋田支部高齢・障害者業務課
山形支部高齢・障害者業務課
福島支部高齢・障害者業務課
茨城支部高齢・障害者業務課
栃木支部高齢・障害者業務課
群馬支部高齢・障害者業務課
埼玉支部高齢・障害者業務課
千葉支部高齢・障害者業務課
東京支部高齢・障害者業務課
東京支部高齢・障害者窓口サービス課
神奈川支部高齢・障害者業務課
新潟支部高齢・障害者業務課
富山支部高齢・障害者業務課
石川支部高齢・障害者業務課
福井支部高齢・障害者業務課
山梨支部高齢・障害者業務課
長野支部高齢・障害者業務課
岐阜支部高齢・障害者業務課
静岡支部高齢・障害者業務課
愛知支部高齢・障害者業務課
三重支部高齢・障害者業務課
滋賀支部高齢・障害者業務課
京都支部高齢・障害者業務課
大阪支部高齢・障害者業務課
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課
兵庫支部高齢・障害者業務課
奈良支部高齢・障害者業務課
和歌山支部高齢・障害者業務課
鳥取支部高齢・障害者業務課
島根支部高齢・障害者業務課
岡山支部高齢・障害者業務課
広島支部高齢・障害者業務課
山口支部高齢・障害者業務課
徳島支部高齢・障害者業務課
香川支部高齢・障害者業務課
愛媛支部高齢・障害者業務課
高知支部高齢・障害者業務課
福岡支部高齢・障害者業務課
佐賀支部高齢・障害者業務課
長崎支部高齢・障害者業務課
熊本支部高齢・障害者業務課
大分支部高齢・障害者業務課
宮崎支部高齢・障害者業務課
鹿児島支部高齢・障害者業務課
沖縄支部高齢・障害者業務課 

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）　各都道府県支部高齢・障害者業務課　所在地等一覧

名　称 所 在 地 電話番号（代表）

JEEDでは、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害者の雇用支援のための業務（相談・
援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受付、啓発等）を実施しています。

2024年 12月 25日現在

〒 063-0804　札幌市西区二十四軒 4 条 1- 4-1　北海道職業能力開発促進センター内 
〒 030-0822　青森市中央 3-20-2 　青森職業能力開発促進センター内
〒 020-0024　盛岡市菜園 1-12-18　盛岡菜園センタービル 3 階
〒 985-8550　多賀城市明月 2-2-1　宮城職業能力開発促進センター内
〒 010-0101　潟上市天王字上北野 4-143　秋田職業能力開発促進センター内
〒 990-2161　山形市漆山 1954　山形職業能力開発促進センター内 
〒 960-8054　福島市三河北町 7-14　福島職業能力開発促進センター内 
〒 310-0803　水戸市城南 1-4-7　第 5 プリンスビル 5 階 
〒 320-0072　宇都宮市若草 1-4-23　栃木職業能力開発促進センター内 
〒 379-2154　前橋市天川大島町 130-1　ハローワーク前橋 3 階 
〒 336-0931　さいたま市緑区原山 2-18-8　埼玉職業能力開発促進センター内 
〒 263-0004　千葉市稲毛区六方町 274　千葉職業能力開発促進センター内 

〒 130-0022　墨田区江東橋 2-19-12　ハローワーク墨田 5 階 
　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　〃　 
〒 241-0824　横浜市旭区南希望が丘 78　関東職業能力開発促進センター内
〒 951-8061　新潟市中央区西堀通 6-866　NEXT21 ビル 12 階 
〒 933-0982　高岡市八ケ 55　富山職業能力開発促進センター内 
〒 920-0352　金沢市観音堂町へ１　石川職業能力開発促進センター内 
〒 915-0853　越前市行松町 25-10　福井職業能力開発促進センター内 
〒 400-0854　甲府市中小河原町 403-1　山梨職業能力開発促進センター内 
〒 381-0043　長野市吉田 4-25-12　長野職業能力開発促進センター内 
〒 500-8842　岐阜市金町 5-25　G-front Ⅱ 7 階 
〒 422-8033　静岡市駿河区登呂 3-1-35　静岡職業能力開発促進センター内 
〒 460-0003　名古屋市中区錦 1-10-1　MI テラス名古屋伏見 4 階
〒 514-0002　津市島崎町 327-1　ハローワーク津 2 階
〒 520-0856　大津市光が丘町 3-13　滋賀職業能力開発促進センター内 
〒 617-0843　長岡京市友岡 1-2-1　京都職業能力開発促進センター内 
〒 566-0022　摂津市三島 1-2-1　関西職業能力開発促進センター内
　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　〃　 
〒 661-0045　尼崎市武庫豊町 3-1-50　兵庫職業能力開発促進センター内 
〒 634-0033　橿原市城殿町 433　奈良職業能力開発促進センター内 
〒 640-8483　和歌山市園部 1276　和歌山職業能力開発促進センター内 
〒 689-1112　鳥取市若葉台南 7-1-11　鳥取職業能力開発促進センター内 
〒 690-0001　松江市東朝日町 267　島根職業能力開発促進センター内
〒 700-0951　岡山市北区田中 580　岡山職業能力開発促進センター内 
〒 730-0825　広島市中区光南 5-2-65　広島職業能力開発促進センター内
〒 753-0861　山口市矢原 1284-1　山口職業能力開発促進センター内 
〒 770-0823　徳島市出来島本町 1-5　ハローワーク徳島 5 階 
〒 761-8063　高松市花ノ宮町 2-4-3 　香川職業能力開発促進センター内 
〒 791-8044　松山市西垣生町 2184　愛媛職業能力開発促進センター内 
〒 781-8010　高知市桟橋通 4-15-68　高知職業能力開発促進センター内
〒 810-0042　福岡市中央区赤坂 1-10-17　しんくみ赤坂ビル６階 
〒 849-0911　佐賀市兵庫町若宮 1042-2　佐賀職業能力開発促進センター内
〒 854-0062　諫早市小船越町 1113　長崎職業能力開発促進センター内 
〒 861-1102　合志市須屋 2505-3　熊本職業能力開発促進センター内
〒 870-0131　大分市皆春 1483-1　大分職業能力開発促進センター内 
〒 880-0916　宮崎市大字恒久 4241　宮崎職業能力開発促進センター内
〒 890-0068　鹿児島市東郡元町 14-3　鹿児島職業能力開発促進センター内 
〒 900-0006　那覇市おもろまち 1-3-25　沖縄職業総合庁舎 4 階 

011−622−3351
017−721−2125
019−654−2081
022−361−6288
018−872−1801
023−674−9567
024−526−1510
029−300−1215
028−650−6226
027 −287−1511
048−813−1112
043−304−7730
03−5638−2794
03−5638−2284
045−360−6010
025−226−6011
0766−26−1881
076−267−6001
0778−23−1021
055−242−3723
026−258−6001
058−265−5823
054−280−3622
052−218−3385
059−213−9255
077−537−1214
075−951−7481
06−7664−0782
06−7664−0722
06−6431−8201
0744−22−5232
073−462−6900
0857−52−8803
0852−60−1677
086−241−0166
082−545−7150
083−995−2050
088−611−2388
087−814−3791
089−905−6780
088−837−1160
092−718−1310
0952−37−9117
0957−35−4721
096−249−1888
097−522−7255
0985−51−1556
099−813−0132
098−941−3301

ホームページはこちら
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職業大研修 検索

　職業能力開発総合大学校では、職業訓練や企業において教育・指導にたずさわる方々を対象
とした研修を実施しています。実際に教育訓練を担当される方が指導するにあたって必要な知
識および技能・技術を習得するための研修をはじめ、精神・発達障害への配慮や支援に役立つ
研修もありますので、ぜひご利用ください。

【研修コースの例】
 　「精神・発達障害関係の指導員研修」として、①「【通信活用研修】精神・発達障害と似た行
動をする訓練生への支援Ⅰ（理解と接し方）」②「【通信活用研修】精神・発達障害と似た行動
をする訓練生への支援Ⅱ（訓練の支援と支援体制）」の研修コースを用意しており、段階的に
受講することができます。

【研修期間・研修会場・受講料の例】
 ・研修期間　1 コース　2 ～ 3 日

・研修会場　職業能力開発総合大学校など
・受講料　　1 コース　6,000 円～
※研修期間、研修会場および受講料は、コースにより異なりますので、詳細は職業能力開発総合大学校研修部まで
　お問い合わせください。

研修受講者募集研修受講者募集

研修コースの内容や申込方法などの詳細はホームページで！

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 職業能力開発総合大学校 研修部
〒 187-0035 東京都小平市小川西町 2-32-1 TEL:042-346-7234 FAX:042-346-7478

https://www.uitec. jeed.go.jp/training/index.html

令和７年度コースは令和７年度コースは
３月３日（月）より受付開始 !!３月３日（月）より受付開始 !!

事業主の方へ  指導者（障害のある方を指導する方）育成に役立つ
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